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議長（西森勝仁君）

おはようございます。ただいまの出席議員数は 14 人です。

定足数に達していますので、直ちに本日の会議を開きます。

本日の日程はお手元に配付の通りです。

日程第１、昨日に引き続き、一般質問を行います。

１番、齋藤光君の発言を許します。

１番（齋藤光君）

１番議員、齋藤光です。おはようございます。通告に従いまして、

一般質問をさせていただきます。

まず１点目に、自治体ＤＸについてお伺いします。

自治体ＤＸのＤＸとはデジタルトランスフォーメーションの略と

なっております。これは、行政サービスのオンライン化などによる

住民の利便性向上と同時に、行政業務のデジタル化による業務効率

化を行う事と認識しております。簡単に言ってしまうと、今までア

ナログでやっていた仕事のやり方をデジタルの力によって大きく業

務変革させること、これが自治体ＤＸの基本的な考え方です。

去年の 2021 年７月に総務省から自治体ＤＸ推進手順書が公表さ

れました。同じく去年の 2021 年９月にデジタル庁が設置され、国と

しても本腰を入れてデジタル化を大きく推進する動きがあります。

この高知県でも高知県デジタル推進計画 2.0 を去年の３月に打ち

出しています。高知県デジタル推進計画の中には「中山間地域こそ

デジタル化が必要かつ、有効である。県と市町村が一体となってデ

ジタル化を促進していく」と記載があります。

行政の仕事は基本的に増える一方で、減ることは少ないように思

います。佐川町は前回の定例会で、役場職員の定数増を決定しまし

た。しかし、現状の定数増では各課へ十分な人数を回すことはでき

ず、さらに退職される方もおられるので、よくて現状維持というの

が現実のように思います。業務が増えれば当然職員一人一人の負担

が増えます。負担が増えれば増えるほど仕事上のミスが起こりやす

い状況が増えていきます。行政のシステム化がさらに進み、業務改

善が行われ、負担が減れば、ミスが減ることにもつながります。運

用次第では負担どころかミスの発生を根本からなくすことも十分可

能だと考えております。

この自治体ＤＸの推進により、業務のデジタル化を進め、機械が

できることは機械にやってもらって、そして、人にしかできないこ
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とは温かみをもって人にやってもらう、こういった効率化も将来の

佐川町には確実に必要になってくるかと思いますが、現状佐川町で

のデジタル化、またはＤＸ推進に向けて取り組んでいる内容があれ

ば教えてください。

総務課長（麻田正志君）

おはようございます。それでは、お答えをさせていただきます。

まず、私のほうからも、このデジタルトランスフォーメーション、

いわゆる自治体ＤＸについての簡単な御説明から始まって、回答の

ほうさせていただきたいと思います。

先ほどの齋藤議員の御質問の中にもありましたように、この自治

体のデジタルトランスフォーメーション、いわゆる自治体ＤＸにな

りますけれど、主に行政手続のオンライン化、そしてＡＩ、ＲＰＡ

の活用、自治体情報システム標準化などがあります。この自治体シ

ステムの標準化につきましては、令和７年度末までに全国の自治体

が自治体ＤＸ推進手順書を踏まえ、基幹系 17 業務システムの標準

化、共通化を行うもので、それぞれの自治体基幹システムを運用し

ている各ベンダーにおいてシステムの構築が行われるものとなって

おります。佐川町の総合行政システムを運用しているベンダーにお

きましても、標準仕様書に沿った構築が行われるようになっており

ます。

次に行政手続のオンライン化を導入するには、まず、現在紙で提

出しております申請や届出等の業務がどれだけオンライン化できる

か、また、押印を求めている書類等のうち押印廃止できるものはど

れだけあるか、添付書類に紙ベースで求めているのはどれだけある

か等の棚卸を実施する必要があるということになっております。

また、マイナポータルサイトの利活用も不可欠となりますので、

マイナンバーカードの普及活用を今以上に広報することも必要であ

ろうというふうに考えております。また、業務の効率化のほうに影

響いたします、ＲＰＡ、ＡＩの活用につきましては、現在の佐川町

の人口規模でＲＰＡ等を導入する費用対効果の検証も必要になるの

ではないかというふうに考えております。

これらの取り組みにつきましては、現状はまだ取り組めてないと

いうのが現状でございます。

あと、業務の効率化の関係でありますけれど、その今現在取り組

めておる、あるいは実施できておるという部分につきましては、現
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在、平成 31 年の４月から勤怠管理システムというのを導入いたしま

した。これは簡単に言いますと、職員の出退勤の状況や有給の取得

状況、超過勤務状況などを把握するために導入したものということ

になります。導入前は全職員がよくあります出退勤時にタイムカー

ドを使用しておりました。月初めには担当職員のものがタイムカー

ドを回収して、そして休暇簿と突き合わせて、そのタイムカードの

状況と休暇簿の突き合わせ、あるいは記入漏れや押し忘れ等の連絡

修正などを行っておりまして、月初めに大体１週間から 10 日程度か

かっておりました。考えてみますと非常に非効率な事務作業という

ことになっておりました。

このシステムを導入してからは紙で行っておりました休暇申請、

そして休日出勤の振り替え申請、時間外申請の職員が自分の業務か

ら、自分のパソコンから入力して所属長がシステムで確認、承認で

きるということになりました。これによりまして、毎月の給与担当

の事務負担のほうが大幅に軽減をされております。

また、議会のほうから御提案いただき運用開始されましたタブレ

ットでの議会システム、こちらのほうも現在庁議のほうで使用して、

業務の改善のほうにつながっておるというふうに思います。

そのような、今現在はそのような内容で業務の改善、業務負担の

軽減等を行っておるというような現状でございます。以上でござい

ます。

１番（齋藤光君）

御回答ありがとうございました。

自治体ＤＸ推進手順書のステップがゼロから１、２、３とあるん

ですけれども、そのステップゼロというのが、ＤＸの認識共有、機

運醸成、で、ステップ１が全体方針の決定、ステップ２が推進体制

の整備、ステップ３がＤＸの取り組みの準備となっておりますので、

まず、私としては佐川町はステップゼロからスタートするべきだな

と思って、今回話をしようと思ってたんですけれども、今の回答で

基幹系の標準化や、現状の仕事の見直し、マイナンバーカードの方

針も考えておられると私は今の回答で認識しました。

ＲＰＡ、ＡＩの活用に関しては私も今の佐川町ではプログラムを

書いてビッグデータを解析するような段階ではないかなと思ってお

ります。

ここで、少し私のほうから、ほかの自治体の先進事例としていく
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つか挙げさせていただきます。

まず１つ目、これは佐川町の姉妹都市でもある北海道北見市の自

治体ＤＸの取り組みなのですが、これは書かない窓口として有名で

す。これは住民目線のＤＸとして注目を集めました。来庁者は窓口

に行き、どんな書類が欲しいかを言って、職員が簡単な聞き取りを

したあと書類を印刷し、来庁者は署名をするだけで手続が完了でき

ます。これは職員にとっても記入間違いなどの確認回数が減り、結

果的に職員の負担軽減にもつながったそうです。この北見市ではＤ

Ｘとはただ単なるデジタル化ではなく、業務改善が基本だと言って

います。

私もですね、先ほどの答弁の中で、行政手続のオンライン化が出

てきましたけれども、私も住民の利便性向上はもちろん大事だと思

っていますが、これからどうしても後でも話しますけれども、人口

減少の問題で人の労働力というのが少なくなってくる状況が、将来、

確実に迫ってきております。その中で、住民の利便性の向上だけで

はなく、省力化、業務効率化も同時に図っていけるような取り組み

が今後必要だと考えております。そういった意味では、北見市が言

っているＤＸとは、デジタル化、ただ単なるデジタル化ではなく、

業務改善が基本だというのはすごく真っ当だと感じています。

そして、北見市と佐川町はせっかく姉妹都市でもありますので、

実態を聞いたり、推進にあたり苦労した面などの情報共有もできる

のではないかと思い、今回紹介させていただきました。

２つ目は福島県晩台町です。先ほど紹介した北見市ですが、人口

が 12 万人と佐川町より規模が大きいので、規模が大きいからこそで

きる面もあると思います。しかし、この晩台町は人口３千人と佐川

町よりも人口規模の小さいものの、自治体ＤＸの推進をしておりま

す。これ、推進体制は具体的には副町長直轄の組織をつくり、地域

おこし協力隊や地域活性化企業人の制度をうまく使いながら、町の

職員も一丸となって、完全リモート、完全クラウド、完全ペーパー

レスを実施しています。

今回は２つの自治体の先進事例を紹介させていただきました。今

後、このようなデジタル推進にかかわるデジタル人材が世界中で不

足していく傾向が見られております。既にさまざまな場所で不足を

懸念する声が挙がっております。私自身は先ほども少し言いました

が、今すぐ佐川町にプログラムを書ける人材であったり、ビッグデ



171

ータを解析できる人材が必要だとは思っていませんが、現状のまま

では役場の職員の方の中で少しＩＣＴに得意な方や、少しデジタル

化に明るい方に今後業務負担が集中してしまう状況が起きてしまう

んじゃないかなと考えております。

私が今考えられる対応策としては、例えば職員の方への研修を行

うなどで、全体的な水準を上げていくように、デジタル化や業務改

善の下地づくりをしていく必要があるのではないかなと感じており

ます。それでも、専門的に必要な人材は地域おこし協力隊や地域活

性化企業人制度を利用することも私は有効な手段だと考えておりま

すが、佐川町ではデジタル人材確保に向けて何かお考えはあります

でしょうか。今後の方針などももしあれば教えてください。よろし

くお願いします。

総務課長（麻田正志君）

お答えをいたします。

今後、自治体のＤＸを進めていくためには、全庁的にこのＤＸの

認識及び必要性の共有化と、部署間での連携が必要となってきます。

ここは先ほどの齋藤議員のお話の中にもありましたように、体制の

整備ということも含めてということになります。この体制としまし

ては、やはり全庁的な推進体制が必要不可欠というふうに考えてお

ります。一つの部署がＤＸ推進を担当するだけでなく、全庁的にＤ

Ｘを推進する組織的な体制づくり、こちらのほうが急務というふう

に考えております。先ほど御紹介いただきました晩台町のように全

庁的にやるという体制が望ましいのではないかというふうに考えて

おります。

また、デジタル人材の確保についてでありますけれど、齋藤議員

もおっしゃられましたように、このＤＸ推進担当として正規職員と

して雇用するにはなかなか人材が民間等にも流れておりまして、困

難であろうというように考えております。

現在の状況を申しますと、電算や情報化の担当、これは総務課の

職員が担当しておりますが、もう属人化しておりまして、また、そ

の職員につきましても専従ではなく一人で多くの業務を担当してお

るというのが現状になっております。

今後、先ほど申しましたような体制の整備と合わせまして、この

ＤＸを進めていくためには、業務を専従とできる職員の配置、そし

て、さまざまな施策や具体的な取り組みにデジタル技術を組み合わ
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せていく新たな発想や企画、立案できる職員を育成することが重要

であると考えております。そのためには先ほど齋藤議員がおっしゃ

られましたように研修でありますとか、ふるさと企業人の制度等を

利用すると。あるいは国の地域情報化アドバイザーに入っていただ

き、こういうＤＸ推進を支援していただくという考え方もあろうか

というように考えております。以上でございます。

１番（齋藤光君）

御回答ありがとうございます。

ただいまの麻田課長の回答が、そうですね、えっと、推進体制の

整備が必要であり、人材の、専任の人材、職員の配置が必要だとい

うことを理解いたしました。私の考えと似ている部分が多かったの

で安心いたしました。

ここで、最後にですね、この質問の第１項目が終わる前に、 岡

町長にお聞きしたいことがあります。先ほど、麻田課長がおっしゃ

ったように自治体ＤＸは全庁横断的な推進体制が必要不可欠で、そ

れは首長をトップとする推進体制が必要不可欠かと思います。やは

り、どこか一つの課が役場内全てのデジタル化を担当していくのは

少し、今の体制では難しいんじゃないかなと考えております。

そして、中途半端な推進は逆に職員の仕事が増えるだけかもしれ

ません。 岡町長は選挙でも役場職員の処遇改善について言及して

おりました。今後、職員の業務内容の改善や、町民の方への利便性

向上を考えて、リーダーシップを持って自治体ＤＸを推進してみて

はいかがでしょうか。国が進めようとしている大きい波ですので、

補助金もあります。現状の佐川町でも使えそうな補助金もありまし

た。今後、佐川町の現状に有効な、佐川町にフィットするような補

助金も出てくるかと思いますので、積極的に使っていって、推進を

してほしいと考えております。

岡町長自身としては、自治体ＤＸ推進についてどうお考えでし

ょうか、お聞かせください。

町長（ 岡雄司君）

おはようございます。齋藤議員の御質問にお答えをさせていただ

きます。

齋藤議員のおっしゃるとおり、自治体ＤＸ、ＩＣＴ関係、私もあ

んまり得意ではないので、一緒に勉強させていただきたいと思って

おりますが、行政情報の発信とＩＣＴの活用の推進につきましては、
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また、近年のＩＣＴの進展によりまして私たちの生活の中にも多く

のＩＣＴが取り入れられ、ほんの数年前には考えられなかった技術

が世の中にあふれております。佐川町におきましても、このＩＣＴ

を活用した情報化の施策の足がかりとしまして、佐川町ＬＩＮＥ公

式アカウントを開設済であります。また、これによりまして住民と

行政が直接つながることができるようになり、情報共有が簡単にで

きるようになっております。

今後におきましても、多様化する住民ニーズと行政運営のより一

層の効率化に対応するための施策、そして今までに構築してきたネ

ットワークや新たなＩＣＴを活用した業務の実効性の確保に努めて

いきたいと考えております。また、デジタル化においての自治体の

重要点といたしましては、自らが担う行政サービスについて、デジ

タル技術やデータを活用して住民の利便性を向上させること、そし

て、デジタル技術やＡＩ等の活用により、業務の効率化を図り、齋

藤議員が言われましたとおり、人的資源を行政サービスのさらなる

向上につなげていくことなどが求められていると思っております。

そのためには地方公共団体のガバナンスの強化と人材確保と育成が

重要であるとも考えております。

そのため、国の、先ほど総務課長のほうから御答弁がありました

が、地域情報化アドバイザー制度を活用するなど、また、北見市の

ほうにも姉妹都市でありますので、情報をいただきながら、佐川町

としましても、おくれることのないようにさらに自治体ＤＸに取り

組んでいきたいと考えております。ぜひ、齋藤議員にも御指導御協

力をお願いし、一緒に勉強していきたいと思っておりますので、ど

うぞよろしくお願いをいたします。以上でございます。

１番（齋藤光君）

岡町長ありがとうございます。

非常に前向きな御答弁をいただきまして、安心しております。前

向きな答弁いただきましたので、ここの自治体ＤＸの質問について

は終わらせていただきます。

次の質問に移ります。

次は主に佐川町における人口減少対策、人口減少問題への対策に

ついてお聞きいたします。

総務省の統計データによると、３年後、2025 年の時点で佐川町の

予測人口は１万 1,440 人で、2022 年３月時点の佐川町の人口から比
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べると約 900 人の減少の予測です。しかし、現在の佐川町の人口は

総務省の出したデータよりも約２年分の人口減少を食い止めている

状況です。これは僕は佐川町の成果だと思っております。

そして、皆様が御存じのとおり、人口減少というのはさまざまな

マイナスの面があります。少子高齢化問題も同時に課題になってき

ます。この人口減少、少子高齢化問題は佐川町だけの悩みではなく、

日本全国のほとんどの自治体が悩み、対策をしている現状だと感じ

ています。人口減少への対策は複雑な要素が絡み合って、何に取り

組んだから、何をやったからといって効果があるとは一概に言えな

い難しい問題なのですが、佐川町ではどのように考えて、どのよう

に取り組んでいるのでしょうか。現状の行っている対策と今後の方

針を教えてください。

チーム佐川推進課長（岡田秀和君）

おはようございます。齋藤議員の御質問にお答えいたします。

まず、佐川町の人口減少の要因についてですが、佐川町では転入

転出の社会増減よりも、出生死亡による死亡増減、こちらの数が圧

倒的に多くなっておりまして、平成 30 年の人口減少数 226 人、この

うち約９割が自然減というふうになっております。

齋藤議員がおっしゃいますように、自然減少の根本的な要因につ

きましてはさまざまありまして、出生数を増やすための子育て施策

や死亡数を減らすための医療体制整備、高齢者の生きがいづくり、

また、転入者を増やすための移住定住施策など、総合的な対策が必

要であるというふうに考えております。

現在、佐川町ではこうした総合的な取り組みを一体的に進めるた

め、国が目指す地方創生の流れに歩調を合わせまして、第２期佐川

町まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定し、地方創生に向けた４

つの基本目標に基づきまして、それぞれの事業を進めているところ

でございます。

まず１つ目としまして、「地産外商を中心に魅力ある仕事をつくる」

としまして、道の駅を拠点とした生産、加工、販売と。あと、人材育

成の好循環を町内全域に広げ、農林業を中心に６次産業化による産

業振興と経済回復を図ること。

２つ目としまして、「ふるさと愛を醸成するとともに、新しい人の

流れをつくる」といたしまして、ふるさと教育の推進と新図書館を

中心に学びのネットワークを構築するとともに、地域おこし協力隊
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の体制制度を活用し、定住と二重の促進を図ること。

３つ目といたしまして、「若い世代の結婚・妊娠・出産・子育ての

希望をかなえる」といたしまして、出会いから子育てまでのライフ

ステージに応じたきめ細かなサポートを行い、女性の活躍を支える

場を整備する。

最後に、４つ目といたしまして、「小さな拠点を中心として地域の

暮らしを守る」といたしまして、整備された小さな拠点、集落活動

センターやあったかふれあいセンターを活用し、地域が元気で安心

して暮らすことができる社会循環をつくること。

こうした取り組みを行うことによりまして、仕事が人を呼び、人

が集まって住みやすいまちをつくり、子供がすくすく育つ生活環境

が整うよう、まち、人、仕事の好循環を町内全域に波及させ、「住ん

でよかった」「住んでみたい」こう思っていただけるようなまちを目

指してそれぞれの施策を進めているところでございます。以上です。

１番（齋藤光君）

御回答ありがとうございます。

今の４つの方針の中の３番目の具体的なその事例というか、具体

的にやっていることの内容がもしあれば、教えていただけますでし

ょうか。

チーム佐川推進課長（岡田秀和君）

お答えいたします。

その子育て施策というのは主に健康福祉課のほうで中心になって

おりまして、これチーム佐川だけで全体をやるものではないので、

ちょっと私のほうから細かいことは答えられませんが、申し訳ない

ですが、関係するものとしましては、婚活サポーターとかですね、

そういった取り組み、県のほうが、高知出会いサポートセンターの

ほうでやっておりますが、こういった形の取り組みに対する広報的

な取り組みでありますとか、そういったものはチーム佐川推進課の

ほうでかかわるものについては行っております。以上です。

健康福祉課長（岡﨑省治君）

齋藤議員の御質問にお答えさせていただきます。

この総合戦略の中の一つの柱である子育て、結婚の願いをかなえ

るというところでございますけれども、大きく予算を使っていると

ころでいきますと、子育ての施策になってしまいますけれども、保

育の関係の補助事業であるとか、子育て支援センターであるとか、
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そういったところになります。

あとは、結婚への出会いのところについてはなかなか町の施策と

してできてないところが多いんですけれども、最近始めたのは一つ

は出会いのマッチングシステムというのが県が運営してるものがあ

りますけれども、それに登録を、初回登録をしていただくときに助

成金を出しております。それから、婚活サポーターという方がおい

でますけれども、そういった方々、佐川町でも登録していただいて

る方がおいでますけれども、そういった方々、佐川町でも登録して

いただいてる方がおいでますが、そういった方々を通じての支援と

いうところ。それからちょっと今コロナ禍でなかなかできていませ

んけれども、いわゆる婚活イベント、そういったものも商工会さん

とかがやっていただいている分がありますが、そういったものへの

支援と言いますか、そういったところも今まではやってきたところ

でございます。以上です。

１番（齋藤光君）

詳しく教えてくださりありがとうございました。

続いて、空き家バンクの制度について質問させていただきます。

これは僕が直接的に人口減少の対策になると思って質問させてい

ただいております。新型コロナウイルス感染症の流行により、近年、

テレワークやリモートによる仕事の仕方が進んできています。都市

部では特にその傾向にあります。この状況下で都市部の方々が移住

に強く関心を示しています。ＮＰＯ法人ふるさと回帰センターのデ

ータによると、30 代の移住への関心が強まっております。その中で

も特に末子、一番下の子がゼロ歳から６歳の子供を持つファミリー

層の移住、ファミリー層が移住への関心を強めているというデータ

があります。

以前からも都市部からの移住という考えは一部はやっておりまし

たが、やはり今までの仕事をやめて生活を一度やり直す覚悟がない

と、移住という決断は難しいものでした。しかし、テレワーク、リモ

ートによる仕事が進んだ今、月に１度出社すればいいという会社も

増えてきており、移住後も今までの仕事を続けられる世の中になっ

てきました。

これは少し前の出来事なんですが、電通という有名な企業が本社

ビルを売却したとニュースになりました。私自身去年空きビルとな

った電通の本社ビルを近くで見る機会があったのですが、これはも
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う信じられないぐらい大きいビルなんですよね。どれくらい大きい

かと言いますと、48 階建ての延べ床面積で、23 万平方メートルで

す。ちょっと桁が大きすぎてわかりにくいと思いますが、イオンモ

ール高知の建物全ての延べ床面積は 18 万平方メートルです。それだ

け大きい企業の大きいビルが売却されました。企業の方向性として

は、リモートワーク、テレワークでできることはやってしまう。事

業所や会社などのオフィスが現実空間にあるということの必要性が

少し薄れてしまったことがよくわかる一例でした。こうした時代の

流れがある現在、佐川町としては移住により生産年齢人口を増やす

非常にいいチャンスだと考えております。

私自身、東京から移住してきた移住者の一人なので、自分自身の

経験もありますが、まず、最低限引っ越し先となる物件がないと、

移住できません。これは何を当たり前のことを言ってるんだと思う

かも知れませんが、私自身、東京から佐川町に移住する際に、佐川

町の住宅情報を調べるために物件登録数ナンバー１のアプリや、業

界最大手と言われるサイトを見て調べましたが、2017 年当時、佐川

町の賃貸物件の情報はゼロでした。その後調べに調べて２、３件の

賃貸情報が出てきましたが、かなりの時間をかけてそのくらいの情

報量でした。私の場合は、結果的に当時の役場職員さんに物件の紹

介をしてもらうことができて、無事、佐川町に引っ越しをすること

ができました。

佐川町では、空き家バンク制度を活用して、空き家の賃貸や売買

の物件情報を公開しています。この空き家バンクで公開される物件

情報は佐川町へ引っ越したいなと思う、考える人からすると非常に

重要な情報です。しかし、最近は僕の、私の見るタイミングが悪か

ったかもわかりませんが、あまり更新されてないように思います。

これには何か理由があるのでしょうか。現状の空き家バンクの利用

状況や今後の方針などあれば教えてください。よろしくお願いしま

す。

チーム佐川推進課長（岡田秀和君）

お答えいたします。

自治体が行っております空き家バンク制度につきましては、空き

家の売却、賃貸を希望する所有者と移住定住を希望する利用者をつ

なぐ仕組みでありまして、実際の契約事務は当事者間で行ってもら

うものでありますが、行政が間に入ることで土地勘のない移住者で
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も、移住者に対しましても相談対応をきめ細かに行うことができる

ことがメリットとなっておりまして、移住促進、定住を促進してい

くうえで、住宅施策としては有効な制度というふうになっておりま

す。

しかしながら、齋藤議員がおっしゃいますように、佐川町では現

在の空き家バンクの登録件数、賃貸物件が３件と少ない状況となっ

ております。考えられる課題といたしましては、空き家となってい

るものの、家主の方が亡くなったりするなど、それまでの生活用品

が家の中に残っておりまして、保管する場所がないでありますとか、

あと、修繕に費用を要するなどさまざまな要因が考えられておりま

す。

こうした課題に対しましては、国や県の補助金制度、こういった

ものを活用できますので、移住者向けの空き家に対する家賃回収補

助、これですとか、あと、移住者が住宅を希望する場合に、そういっ

た生活用品が残っている場合がありますが、そういったものを搬出

する、そういった補助制度、こういったものがありますので、町民

向けの広報に加えまして、集落活動センターでも移住促進事業とし

て取り組んでいただいておりますので、そういった形で、地域の方

にも呼びかけていただいて、広く広報をしながら、空き家バンクへ

の登録件数、これを増やしていきたいというふうに考えております。

以上です。

１番（齋藤光君）

御回答ありがとうございます。

住宅の問題は非常に移住にとってハードルになり、課題にもなる

ところで、やっぱり生活用品がまだ残っている、親戚がまだたまに

帰ってくるかもしれないということで、空き家になっていたとして

も手放したくなかったり、貸したくなかったりする大家さんの気持

ちは非常によくわかります。

でも実際、私が現役の地域おこし協力隊だったころ、ほかの自治

体の地域おこし協力隊ともコミュニケーションをとっていました。

地域おこし協力隊を３年間務めた後、その後どうするのかというの

をほかの自治体の協力隊によく聞いていたんですけれども、半分ぐ

らいが家がないから地元に帰るっていう人がいるんですよね。その

ぐらいの思いで来たのかと言われてしまえばそうかもしれないんで

すけれども、家がないというのは非常に重要な問題で、それだけで、
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家があるだけで、物件があるだけで佐川町に残って、思いを持って

仕事をしてくれる人材が残ってくれるかもしれない。そうした思い

があるので、空き家バンク制度、行政としては空き家バンク制度を

頑張っていただきたいなと思っております。

次の質問に移ります。地域おこし協力隊の今後についての質問で

す。

佐川町では地域おこし協力隊を多く受け入れてきた実績がありま

す。私自身も地域おこし協力隊でした。全国の現役地域おこし協力

隊に向けてのアンケート結果が去年総務省から出ています。地域お

こし協力隊に応募した理由はという項目があります。その項目では、

「地域活性化の役に立ちたいと思ったから」「自分の能力や経験が地

域に生かせると思ったから」この２項目がトップでした。地域おこ

し協力隊はそれぞれ多かれ少なかれ地域貢献への思いをもって移住

してきます。もちろん地域に合う、合わないはあるとは思いますが、

私は佐川町の地域活性化には有効な制度だと思っています。佐川町

における地域おこし協力隊制度の今後の方針を教えてください。よ

ろしくお願いします。

チーム佐川推進課長（岡田秀和君）

お答えいたします。

地域おこし協力隊の制度は、齋藤議員おっしゃいますように、移

住定住施策には非常に有効であるというふうに考えております。佐

川町では地域おこし協力隊の制度を平成 26 年度から本格的に導入

いたしまして、自伐型林業やものづくりなどこれまで 72 名の方に協

力隊として佐川町のほうに来ていただいております。

これまで 48 名の方が地域おこし協力隊の任用期間を終了いたし

まして、そのうち 30 名の方が引き続き佐川町のほうに残っていただ

きまして、定住という形になっております。これ、62.5％と非常に

高い数値になっているんじゃないかなというふうに感じております。

この制度の採用人数につきましては、それぞれの分野におきまし

て、担い手として必要な人数を精査する、こういった必要がありま

すので、今後におきましても制度の活用を継続して、優秀な人材の

方に来ていただいて、佐川町でのそれぞれの各課題ありますけど、

そういった形、そういったほうに力を貸していただいて、いただき

まして、ひいてはこれが移住定住人口の拡大にもつながっていくと

いうふうに考えております。
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事業の分野についてですが、定住していただきたいということを

念頭に考えますと、３年後卒業してからも佐川町で継続して働いて

いただくことができるよう、町としてもサポートしていくことが重

要であるというふうに考えております。佐川町の主産業である農業

の担い手や、商店街の空き店舗対策として事業継承や新しい経営者

としての人材、また、道の駅や新文化拠点施設などと連携し、町が

進める持続可能な町づくりを積極的に進めるための新しい発想によ

る取り組みなどに携わっていただくなど、町が現在抱えてます課題

解決につながるものがこれからの協力隊として考えられるのではな

いかというふうに思っております。

また、先の齋藤議員の質問でもありましたように、自治体ＤＸな

どデジタル化の推進は避けて通れない課題であるというふうに思い

ますので、こうした情報通信技術などの取り組みについても考えら

れるのではないかというふうに思っております。

以上のような分野につきましては、国や県の、県も積極的に推進

しておりまして、補助事業なども充実しております。町としまして

もこういった制度、これを有効に活用しまして、地域おこし協力隊

の方の着任を３年、３年で任期を終えるわけですが、その３年後の

起業や定住に向けたバックアップについてもしっかりと取り組んで

いきたい、こういうふうに考えております。以上です。

１番（齋藤光君）

御回答ありがとうございました。

もと地域おこし協力隊の立場からしてもすごく安心できる御答弁

の内容で、安心できました。

これにて、質問項目が全部終わりましたので、私の質問はこれで

以上とさせていただきます。ありがとうございました。

議長（西森勝仁君）

以上で、１番、齋藤光君の一般質問を終わります。

ここで、10 分間程度休憩します。

15 分、15 分休憩します。

休憩 午前９時 50 分

再開 午前 10 時５分

議長（西森勝仁君）
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休憩前に引き続き会議を開きます。

引き続き、４番、田村幸生君の発言を許します。

４番（田村幸生君）

議席番号４番、田村幸生です。議長のお許しをいただきましたの

で質問させていただきます。

今回は、佐川地区の住民活動に関連した身近な課題を中心に質問

をいたします。最初に佐川地区の住民活動の方向性や、集落活動セ

ンター、それに類する施設設置についての見解をお聞きします。尾

川、黒岩、加茂、斗賀野の４地区には集落活動センターが整備され、

支援員が配置され、センターの効果的な運営や住民活動の充実が図

られています。さらに尾川を除く各地区にはあったかふれあいセン

ターが併設され、地域の居場所が確立し、コロナ禍にもかかわらず

住民の活気や元気が伝わってまいります。ところが、町人口の約半

数６千人が暮らす中心地、佐川地区には集落活動センター、それに

類する施設は設置されていません。

岡町長が思い描く佐川地区の住民活動へのお考えや方向性をお

示しいただきたいと思います。そして、佐川地区の住民活動の核と

なる集落活動センターそれに類する施設の設置、取り扱いについて

の見解をお尋ねします。よろしくお願いします。

町長（ 岡雄司君）

田村議員の御質問にお答えさせていただきます。

これまでの佐川地区での集落活動センターの考え方につきまして

は、町の中心部に位置し、健康福祉センターかわせみ、佐川町役場、

文化センターなど、住民が集う場所については、確保しやすい環境

であることや、佐川町の農産物を使用した特産品づくりや、配食用

のお弁当づくりなど、こうした活動を行いたい場所でも、地場産セ

ンターの厨房を活用することができるという考えから、佐川地区に

は集落活動センターを設置しないということとしておりました。

しかしながら、高知県は令和３年度に県内全域で実施いたしまし

た集落実態調査での結果を踏まえまして、佐川地区のように集落活

動センターの構成集落として入っていない集落におきましても、今

後、存続が心配される小さな集落のみを対象としまして、活力を生

み出すための取り組みを支援していくこととなっております。

今後は、佐川地区におきましても、こうした県の制度に照らし合

わせて、集落活動センターとしての活動が可能であれば設置に向け
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取り組みを進めていきたいと考えておりますので、御理解をお願い

します。

４番（田村幸生君）

町長、前向きな御答弁ありがとうございました。

実際、佐川地区にないということで、町なかにおきましてもドー

ナツということで、高齢化して、空き家も増えておるっていうよう

な現状が実際ございます。そういうことも踏まえて、今町長が言わ

れましたように、佐川地区におきましても、集落活動センター、そ

ういったものの設置につきましても、前向きによろしくお願いを申

し上げます。

全国的に少子高齢化が進展し、佐川地区も漏れなく高齢化率は現

在 37.4％になっており、年金、医療、介護、福祉などの社会保障額

は増大の一途をたどっています。介護の分野において、買い物、掃

除などは地域の有償ボランティアの対応が要請されています。

佐川町の住民活動は佐川町福祉計画及び佐川町福祉活動計画に基

づき、行政、社協、住民で作成した地域福祉アクションプラン、みん

なで福祉のまちづくり委員会活動により実践されています。住民活

動の進行による支援活動が、団塊の世代への支援が必要となってく

る数年後には不可避な要件と考えます。

そこで、集落活動センターを対象にした地域づくり応援交付金に

ついてお聞きしたいと思っていますが、先に、佐川地区のみんなで

福祉のまちづくり委員会活動の現況と経過について少し触れておき

たいと思います。

今から６年ほど前、集落活動センターの設置が望めない中、佐川

地区住民の集いの場、居場所づくりを進めようと、みんなで福祉の

まちづくりのメンバーや、民生児童委員の皆様を中心に会議を重ね、

平成 28 年 12 月社会福祉協議会が所有する、現在の「佐川夢まちラ

ンド」を借用し、地域の拠点にすべく、佐川夢まち協議会が発足し

ました。全国的に類を見ない、地域の住民の手による小さな拠点を

軸にする夢あふれる地域づくりが一歩を踏み出した瞬間でした。平

日は毎日午前９時から午後３時までボランティアスタッフで当番制

を組み、夢まちランドを開館し、地域住民の居場所づくりに努め、

そして、日々いろんな事業活動を充実させながら、発足から３年を

過ごしました。

そこのころになると、多くの住民やスタッフから「あったかふれ
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あいセンターにしてもらおうよ」との声が大きくなっていきました。

そして、令和１年 12 月に法人格を取得し、ＮＰＯ法人、佐川夢まち

協議会、会員数 230 名として各方面からの信頼を得て、佐川町から

あったかふれあいセンター事業を受託し、令和２年４月１日、あっ

たかふれあいセンター夢まちをスタートすることになりました。そ

れから２年を経過し、コロナ禍で制限しながらも訪問を含め利用者

は日々増加をしており、今年の１月の集い、実利用者数は先進のあ

ったか斗賀野と同じほどの利用となり、なくてはならない集いの場

所として定着してまいりました。

また、法人の独自事業も多岐にわたって活発となり、特に花壇部

は、花壇部の活動は活動ははなもりＣ－ＬＯＶＥに匹敵するくらい

の盛り上がりを見せています。さらに、農耕部は農作業を通して会

員相互の交流、親睦が図られています。今後は道の駅へのお野菜の

出荷を見据えて、いろいろな作物に挑戦をしていきます。

簡単に佐川地区のみんなで福祉のまちづくり委員会活動の経過と

現況について触れさせていただきました。

さて、集落活動センターを対象にした地域づくり応援交付金は集

落活動センター運営に係るもの以外に、地域イベントの開催・交流

活動、地域イベントまたは交流活動の支援、広報誌の発行、伝統文

化の継承活動の実施または支援、地域活性化に寄与する新たな取り

組み、コロナ感染症対策に関する取り組みなど、地域活動に全体に

かかわる内容が充実していると認識をしています。

さらに、交付要項の第２条目的を読むと、「佐川夢まちランドは集

落活動センターではないものの、継続的に地域づくりを行っている

者に予算の範囲で交付金を交付することにより、地域住民が主体と

なったまちづくりを推進するとともに、地域コミュニティーの維持

及び強化することを目的とするとなっており、要件を満たして活動

しているにもかかわらず、佐川地区への声がけや意見聴取すらあり

ません。

５地区を比較すると、佐川地区以外への支援はとても充実してい

るように感じています。行政の住民活動支援は地域振興のみならず、

多様な効果があります。地域振興、活性化、住民同士のつながり強

化、住民のお互い様意識の醸成、将来的には助け合いの文化づくり

などさまざまな効果が期待できます。先ほど町長からも前向きな御

意見をいただきましたが、現在のところ、佐川地区には集落活動セ



184

ンターはございません。住民からは「置き去りなのか」という声も

聞こえてまいります。ぜひ、佐川地区の住民の手による笑顔あふれ

る温かいまちづくりのため、交付対象に加えていただくよう要請を

させていただきます。御答弁よろしくお願いします。

チーム佐川推進課長（岡田秀和君）

田村議員の御質問にお答えいたします。

集落活動センターにつきましては、先ほど町長も申しましたが、

令和３年度まで、ここまでは一つの小学校区、ここを一つの単位と

して、活動の拠点として事業を展開するものです。令和４年度から

は、今、県の動きとして、その小学校区の中でも、その中で比較的小

さな集落、ここを組み合わせた形で活動することが可能になるよう

な形の今動きに、事業のほうが展開されるというようなことが今伝

えられております。

こうした中、集落活動センターにつきましては、集落を維持して

いくために、地域住民の皆様が主体となりまして、地域外からの人

材も受け入れながら、集会所など拠点としまして、それぞれの地域

の課題やニーズに応じてさまざまな活動に総合的に取り組んでいく

仕組みとなっております。

先ほど、田村議員も申しましたように、集落活動センターでは６

つの事業がございまして、地域コミュニティーの維持及び強化に関

する事業、地域資源の発掘及び活用に関する事業、住民生活の支援

に関する事業、移住促進に関する事業、それから伝統文化継承に関

する事業、その他目的達成のために必要と認める事業というような

形になっております。

佐川町地域づくり応援交付金につきましては、この６つの事業に

関しまして、それぞれの地域の課題を解決されるため、するために、

最も適切な方法を地域のほうで考えていただき、実行していただく

ために利用していただいている交付金でございます。交付金事業の

内容といたしましては、地域の見守り活動や移住を希望する方の受

け入れ対応、空き家の調査など必須事業に加えまして、対象地域全

体を巻き込んだ交流活動、また、地域のために活動する団体が実施

します交流活動、こういったものへの支援、地域の話題や地域活動

を対象地域に広げていくための地域広報紙の発行、これへの支援、

あとは伝統文化継承への活動に対するものと多岐にわたっておりま

す。
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現在ある４カ所の集落活動センターにつきましても、それぞれの

地域課題を把握しまして、総会などこういったものを通じまして各

地域で抱える課題を解決するために、自分たちのできる方法で活動

のほう行っていただいております。近年のコロナ禍におきましても、

これまでのようにイベント、こういったものの開催に交流活動が制

約されるようになりましたので、それぞれの集落におきましてはど

うすれば集落の活気を維持できるのか、こういったことを考えてい

ただきまして、事業のほう、これまで実施して来られました。また、

合わせて活動の幅を広げるために、指定管理団体自体の体制強化、

こういったものにも継続的に取り組んでいただいております。

佐川地区につきましては、集落の維持について、他の４カ所と違

った課題もあると思われております。また、地区の範囲が広いこと

や、人口数、こういったものが多い。そういったとこから、学校や団

体、各団体との連携、空き家対策、地域資源の活用、地域全体を巻き

込んだ事業の実施につきましては、難しいこともあるのではないか

というのも心配されるところでございます。夢まちランドのほうに

おかれましては、それぞれ取り組んでいただいております地域活動、

今後も継続していただくことは佐川地区における地域コミュニティ

ーの維持や強化のために大変重要なことだというふうに考えており

ます。

この交付金につきましては、御質問もありましたように、集落活

動センターの指定管理者となっておりますが、先ほど申しましたよ

うに令和４年度から佐川地区にも集落支援員の配置、こういうとこ

ろも検討しているというようなお話もお伺いしておりますので、現

在、集落活動センターではありませんが、集落活動センターの設置

及び管理に関する条例に定めます、事業の実施により、佐川地区全

体の集落維持、課題解決、こういったものの活動が推進されるため

の交付金が必要となった場合には、要綱の改正を行うなど対応した

上で交付対象とすることができるのではないかというふうに考えて

おります。以上です。

４番（田村幸生君）

岡田課長ありがとうございました。建設的な御意見賜り、安堵し

ておるところでございます。

それでは、次の質問に入ります。

続いて、あったかふれあいセンター夢まちが使用する施設につい
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てお伺いをいたします。

先ほど来、町長、岡田課長含めまして先ほど来お話のあります、

小さなコミュニティーでの集落活動センターの設置の可能性、県の

ほうからもというお話がございましたが、現在、あったかふれあい

センターを運営、始めております佐川夢まち協議会、ＮＰＯ法人佐

川夢まち協議会が佐川町社会福祉協議会からあったかふれあいセン

ター夢まちに借用している施設の現況は、四電工当時の建物であり、

利用者数に対して狭く、高齢者には不向きな建物でありますが、現

在は工夫しながら効率的に使用をしております。しかしながら、老

朽化しておりまして、補修を要する箇所が散見されされる事態とな

っております。佐川夢まち協議会は佐川町社会福祉協議会と度々協

議を重ね検討をいたしておりますが、財政的、体力的に補修や長期

にわたる借用が難しいのが現状であります。将来にわたって佐川地

区のあったかふれあいセンター夢まちを継続していくためには、そ

の案件に対し早急な対応が求められる課題となっております。可能

な対応策がございましたら御意見賜りたいと思います。よろしくお

願いします。

健康福祉課長（岡﨑省治君）

田村議員の御質問にお答えをさせていただきます。

議員、先ほど御説明していただいたとおりですね、このあったか

ふれあいセンター夢まちが入っているこの施設、旧の四電工の佐川

営業所、この施設はもともと佐川地区の地域組織として設立されま

した佐川夢まち協議会のこの活動を支援するため、その拠点として

町の社会福祉協議会が地域の住民からの遺贈を原資に買い上げたも

のというふうに認識をしております。

この夢まちランド、この名で親しまれておりますこの施設、確か

に老朽化進んでおるというふうに認識をしております。このまま使

用し続ければ、一定の補修というものが必要になってくるというふ

うにも考えております。一方で、この施設を利用して事業をしてお

りますあったかふれあいセンター夢まち、これはこれも先ほど議員

おっしゃっていただきましたが、町全体の約半分の人口を抱える佐

川地区、この佐川地区のあったかふれあいセンターでありまして、

利用者の増加に伴いまして、現在の施設では手狭な状態となるとい

うことも認識をしております。

第一義的にはこの夢まちランドをどうしていくかということにつ



187

いては、現在の所有者であります町の社会福祉協議会の考えによる

というところが大きいことは承知をしております。ですけれども、

町としましてもこの佐川地区のあったかふれあいセンターをどうす

るかということについては、短期的にでもなく、中長期的に考える

必要があり、この佐川地区のあったかふれあいセンターをどうする

かというものを今事業をやっていただいておりますＮＰＯ法人の夢

まち協議会さん、それから所有者であります佐川町の社会福祉協議

会さん、それからその他関係組織、そういった方々と話しあう過程

の中で、この現在の施設をどう活用していくかということを検討を

して、町としても考えをまとめていければというふうに考えており

ます。以上です。

４番（田村幸生君）

ありがとうございました。ぜひ、前向きに御検討賜りたいよと思

っておりますので、よろしくお願いします。

続きまして、防災士でもあります、自分として確認させていただ

きたい事項がございます。

１月 22 日、午前１時８分に発生したマグニチュード５強の日向灘

地震は佐川町では幸い被害はなかったですが、その時に流れたＪア

ラート、緊急地震速報への発生時の初動対応として生かされたかを

お聞きします。よろしくお願いします。

総務課長（麻田正志君）

お答えをいたします。まず、今回の緊急地震速報について、若干

簡単に御説明をさせていただきたいと思います。

この緊急地震速報の自動起動の条件、これ自動的に起動いたしま

すけれど、その自動起動の条件といたしまして、予想震度４以上か

つ最大予想震度５弱以上となっております。１月 22 日にはこの条件

に合致いたしまして、高知県中部に属する佐川町では防災行政無線

から報知音のほうが吹鳴されました。

少し話がそれますけれど、これはあくまで予想震度での吹鳴とい

うことになっておりますので、佐川町では幸いにも結果といたしま

して、震度２が記録され、大きな被害が出たという報告はございま

せんでした。町の体制といたしましては、震度３から第１配備とい

うものの体制になります。先ほどもお話させていただきましたよう

に、震度２ということで、幸いにも配備体制をとる事態ということ

にはなりませんでした。
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御質問にありましたこのＪアラートの緊急地震速報が生かされた

かということについてでありますけれど、この緊急地震速報につき

ましては、目的の一つにこの防災行政無線の吹鳴によりまして、大

きな揺れが来ることをお知らせし、緊急地震速報が吹鳴されてから

大きな揺れがくるまでの間にできる限りの身を守る行動を取ってい

ただくということがあろうかと思います。この、身を守る行動をと

っていただくことに関しましては、町としても人的な被害を軽減す

るという意味では非常に重要であると考えており、防災まちづくり

サロン、これは従前から実施しております防災まちづくりサロンで

ありますけれど、この防災まちづくりサロンや各種訓練等で周知を

させていただいておるところでございます。

この住民の皆様につきましては、この緊急地震速報が流れ、揺れ

が起こるという状況を少なくない住民の皆様が体験されたと思いま

す。このようなことで今回の緊急地震速報、住民の皆様には経験の

一つになったかというふうには考えております。ただ、町といたし

ましては、この経験を生かしまして、きっかけとして住民の皆様に

向けまして、このような緊急地震速報が流れた際の行動について考

えていただくような取り組みを始め、さらに防災意識の向上が図ら

れるような取り組みを進めていきたいというように考えております。

御質問にありましたこの緊急地震速報が生かされたかということ

につきましては、この住民の皆様が経験したということと、町のほ

うとしましては、この経験をきっかけとして、あまりこの記憶が薄

れないうちに住民の皆様に向けて、さらに防災意識の向上を図られ

るよう取り組みを進めていくというところが生かされた内容になる

のかなというように考えております。以上でございます。

４番（田村幸生君）

ありがとうございました。

南海トラフ大地震、今後 40 年で 90％という確率に今上がってき

ておる状況ですので、今課長が言われましたように、住民に対しま

しても自主防災組織の活発化も含めまして、安全で安心して暮らせ

るまちづくりのために工夫していただければありがたいなと思って

おりますので、よろしくお願いします。

最後になりますが、牧野公園の中腹への消火栓、また、防火水槽

の設置についてお伺いをします。これは通告書の中になく、後日追

加した案件でございます。
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先週土曜日に久万田で山林火災が発生し、風もあり、佐川分団及

び斗賀野分団で消火にあたり、最小限で消しとめることができまし

たが、高低差により、消火ホースの水圧が低下し、中継用ポンプを

途中へ配置しての消火活動となりました。このことを踏まえ、今後

多くの観光客が終年訪れることが予測されるまちまるごと植物園の

核となる、牧野公園中腹管理棟付近へ消火栓または防火水槽を設置

することの必要性は十分に認識できることであります。

実際、火気厳禁にしていても園内でバーベキューを楽しまれてい

るグループを見かけたこともあるようにお聞きしました。町民の財

産であり、観光資源としても重要な場所です。実際、見えない部分

ではありますが、安全を担保するため設置について御答弁をお願い

申し上げます。

総務課長（麻田正志君）

御質問にお答えをいたします。

田村議員の御質問にもありましたように通告にはございませんで

したので、今この時点で明確にやるやらないの回答自体はできませ

んけれど、田村議員の御質問の内容とかその今現在の現地の状況等

を確認させていただくことがまず第一になると考えております。

また、らんまんの効果によりまして、今回の議会でもいろいろと

出てきておりますけれど、牧野公園を初め町内に観光客等が増える

ことは予想されております。牧野公園に限らず、町内に来られたお

客様が安心して観光をお楽しみいただけますよう、関係課が協力し

ながら取り組んでいくことも大事なことと考えております。以上で

ございます。

４番（田村幸生君）

追加の質問で御意見、御答弁いただきありがとうございました。

以上で、私の質問を終わります。

議長（西森勝仁君）

以上で、４番、田村幸生君の一般質問を終わります。

ここで、10 分休憩します。

休憩 午前 10 時 30 分

再開 午前 10 時 40 分

議長（西森勝仁君）
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休憩前に引き続き会議を開きます。

引き続き、８番、下川芳樹君の発言を許します。

８番（下川芳樹君）

８番議員の下川芳樹です。議長のお許しを得て通告に従い、４点

の質問をいたします。今定例会で複数の議員の皆さんから私と重複

する道の駅に関する質問がございました。重複する内容の答弁につ

いては、簡潔にお答えいただいて結構でございます。今定例会にお

いても町政の質を問う者として、この席から質問をさせていただき

ます。執行部の皆様には誠意ある御答弁をよろしくお願いをいたし

ます。

まず初めに、午後からの質問の予定をしておりました関係もござ

いまして、非常に慌てております。そこで、通告順番を少しかえさ

せていただいて、質問をさせていただきますことをお許し願いたい

と思います。

初めに、国が進める市区町村子ども家庭総合支援拠点の設置及び

運営について当町のお考えをお尋ねいたします。

国は平成 28 年５月に児童福祉法などの一部を改正する法律を成

立し、同法の基礎的な地方公共団体である市町村は子供の最も身近

な場所における子供及び妊産婦の福祉に関する支援業務を適切に行

わなければならないことを明確化いたしました。これを受けて、市

町村に対し、子供とその家庭及び妊産婦などを対象に、実情の把握、

この子供などに関する相談全般から、通所、在宅支援を中心とした

より専門的な相談対応や、必要な調査、訪問などによる継続的なソ

ーシャルワーク業務まで、これを行う機能を担う拠点、市区町村子

ども家庭支援拠点の整備に努めなければならないと規定しました。

この規定により当該支援拠点における運営に関する基準及び設備に

ついては、市区町村子ども家庭総合支援拠点設置運営要綱を定め、

適切かつ円滑な実施をされたいとの通知が各都道府県知事にあり、

県より管内市町村長への周知が行われております。この周知に基づ

き各市町村では、令和４年度中に市区町村子ども家庭支援拠点を設

置すべく、取り組みを進めていると思います。

そこで初めにお尋ねをいたします。当町における市区町村子ども

家庭総合支援拠点の設置場所、設置時期はいつですか。運営につい

てはどのような計画で進められていますか。具体的な内容があれば、

合わせてお聞かせいただきたいと思います。
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健康福祉課長（岡﨑省治君）

下川議員の御質問にお答えをさせていただきます。少し長くなる

かもしれませんが、説明をさせていただきたいと思います。

この子ども家庭総合支援拠点につきましては、先ほど下川議員お

っしゃいました通りに平成 28 年の児童福祉法の改正によってその

子どもとその家庭、妊産婦などを対象として切れ目のない支援を行

っていく拠点というところで、佐川町としては健康福祉課の中に令

和４年度末の設置を予定をしております。

具体的にこの拠点の組織の体制といたしましては、これは国が決

めている体制として、子育て世代包括支援センター、これは現在佐

川町には健康福祉課の中にあります。これは中身は母子保健コーデ

ィネーターという保健師がおりますが、その保健師を中心に全ての

方、妊産婦から子育て期に至る全ての方の支援を切れ目ない形で一

体的に行うという子育て包括支援センター、これを中心に妊産婦及

び乳幼児を幅広く支援する母子保健の分野。それと、虐待ケースな

ど特に手厚い支援を要する子どもや家庭を対象とした児童福祉の分

野、これが連携をして先ほど下川議員おっしゃいました情報の提供、

それから相談指導、そういった専門的な支援を行うものということ

で、これは児童福祉法に規定をされております。

佐川町の場合、設置には子ども、この拠点の中に子ども家庭支援

員というものを配置をしなければならないというふうに法の定めに

あります。これは具体的には保健師や社会福祉士等の資格職の配置

が要件となっております。で、佐川町の人口規模では原則として２

名以上の配置が必要ということで、これ業務の設置図をですね、こ

の資格職、資格を持っているだけではなくて、これは課題ともなり

ますけれども、一定年数の経験を積み重ねたという職員が配置する

ということが必要になってきます。これは令和４年度末の設置に向

けてもそれ以降も課題になりますが、これは人事異動も含めて今後

の計画的な人材確保、これが課題になります。そのために、現在制

度上義務付けられている基礎研修及び応用研修、これについて計画

的な職員のローテーションを可能とするために保健師を中心にこれ

まで６名がこの研修を受講して令和４年度以降も引き続き受講をし

ていく予定です。で、運営方法、この設置以降の運営につきまして

は、この拠点の設置が意味するものとしてはですね、市町村の子ど

も虐待対応の充実強化というものがありまして、その点において令
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和４年度に年６回、元の高知県の児童相談所長にアドバイザーとし

て来ていただく予定で、この専門家による指導を受けながら具体的

にサポートプランの作成、それから必要な期間、連携部署との体制

整備に取り組んでいく予定で予算化をしております。

一方、施設面ですけれども、これはかわせみの健康福祉課の中に

拠点を設置をいたしますが、この拠点開設準備対象の補助金があり

ます。これを活用して健康福祉センターかわせみの世代間交流室と

いう部屋がありますが、それを改修をして、個人ファイル等の資料

保管室と防音設備のある相談室、現在かわせみには相談室がありま

すが、防音の設備が必ずしも十分ではないということがありますの

で、そういった相談室、これを２部屋、２室設置をすることとして

おりまして、この改修費も令和４年度の当初予算案に計上をさせて

いただいております。そのような準備を今、令和４年度中にしてい

くということでございます。以上です。

８番（下川芳樹君）

ただいま健康福祉課長のほうから詳しい御説明をいただきました。

母子保健、それから虐待、このような分野に関して子供たちを守る。

本当に昨日の質問の中にもございました、子育て支援の問題、子供

の家庭の問題、教育の問題、さまざまな課題がたくさん佐川町にも

ございます。本当に、次世代を担っていただく、子供さんをしっか

り守っていく、これは佐川町の未来にとって大変重要な内容であろ

うと思います。

佐川町ではこれまで妊産婦から保育所、義務教育期である小中学

校に通学する全ての子供や保護者、場合によって高等教育期を含む

18 歳までの切れ目のない支援体制を確立されております。県内はも

ちろん全国に誇れる佐川町独自の取り組みだと私も考えております。

健康福祉課においては子育て世代包括支援センター、要保護児童対

策地域協議会、健康福祉分野での関係機関との連携を中心に活動を

進められております。教育委員会では教育研究所、青少年補導育成

センター、佐川町地域支援ネットワーク、子供と歩む会の関係組織

が連携し、これにあたっています。本当に大変な業務を日々担って

活躍をされている皆さんには頭が下がる思いです。今回の市区町村

子ども家庭支援拠点設置にあたり、これまで佐川町で行ってきた活

動から、考え方や組織構成、新たに拠点活動を進めていく上での相

違点はあるのでしょうか。国、県の指導などによる改正点などがあ
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ればその点をお聞かせいただきたいと思います。

健康福祉課長（岡﨑省治君）

お答えをさせていただきます。

下川議員が御紹介いただきました佐川町の誇れる、この特に地域

支援ネットワークというものがございます。これはこの今先ほど私

が説明申し上げました児童福祉法の改正以前、かなり前からこうい

った子供の虐待対応であるとか、子供の見守りについてその法整備

がなされていない以前から関係組織、役場だけでなくいろんな方々、

民生委員さん、学校さん、それからその他の地域の方々、そういっ

た方々が集まって情報を交換しながら見守ってきて、それから支援

をしてきたという経過があることは私も承知をしております。

この佐川町の支援のあり方と今回の児童福祉法の改正に伴う拠点

の設置、これは相違があるものとは考えておりません。その中で、

ただ児童福祉法の改正の意味するものとして、現在子供の虐待対応

に対するもの、これについては市区町村が第一義的な責任を負うと

いうものが非常に強化をされております。その中でしっかりと役場

の中の組織として、責任を負う体制、これを整備をしていかなけれ

ばならないと。

現在の地域支援ネットワーク等に関しての設置の根拠としては、

任意の支援の方々のネットワークということでそこに法的な責任が

ありません。そういったことと地域支援ネットワークとの子供さん、

それから御家庭のかかわり合い、こういったものを今回の拠点を設

置する機会にあたってですね、改めて関係機関との協力体制をどう

したらいいかということはネットワークとかの事務局であります教

育委員会とも話しをしております。その中で担うべき責任に応じて

それぞれが支援をし合うということで確認をなお、していきたいと

いうふうに考えております。以上です。

８番（下川芳樹君）

はい。お話はしっかり承りました。市区町村の責任が今回強化さ

れたというふうなことで、特に虐待案件。本当に厳しい状況がござ

います。その要支援者、要支援者っていうのは対象となる子供さん

のことなんですが、そことそれを育て守っている御家庭であったり

親族の皆さん、そういう皆さんに対してしっかり支えていかなけれ

ばならない。そのためにはその責任に応じた内容で支援体制も考え

ていかなければならないとそのような御発言だったと思います。
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それでは、次に、組織内での情報共有について、お尋ねをいたし

ます。個人情報保護法に基づき個人の情報管理は重要な課題であり

ます。特に問題を抱える要支援者やその御家族にとって、部外者に

知られたくない情報の管理には細心の注意をもってあたるとともに、

関係する支援者、個人の責任において、守秘義務や法令遵守は絶対

であります。今回の拠点活動で情報漏洩が懸念され、関係機関内で

情報制限を行う必要があるならば、その原因となる考え方をただす

ための研修を行うべきだと思います。さらに、条例や規則でしっか

りとした罰則規定を設けて、守秘義務の徹底を図ることも重要であ

ります。心配される課題をしっかり話し合って、一緒に解決するこ

とができるなら、これまで培ってきた佐川町の取り組みを今後もか

わらず進めていく、その方法が一番よいのではないかと考えますが

いかがでしょう。

健康福祉課長（岡﨑省治君）

お答えをさせていただきます。

この拠点の設置に伴いまして、ことさらその情報の規制であると

か個人情報の制限を厳しくかけるということはないと考えておりま

す。

今、健康福祉課の中でこの拠点の前もですけれども、要保護児童

対策協議会、一協議会の調整機関として佐川町の健康福祉課は担っ

ております。で、その中では特に子供の虐待対応に係る個人的な情

報の共有というのがあります、それは限られた支援者の中で、例え

ば実務社会であるとかケース会議の中で支援方針を決めていく中で

さまざまな機関が持っている情報を共有し合うということは当然必

要であって、その中での共有を図りながら支援の方向性を決めてい

きます。で、もちろんその会議に出席していただける、していただ

いてる支援者の方については、厳しい情報の管理の徹底をお願いし

ているところでございます。

それとは別に先ほど申し上げました地域支援ネットワークの中の

情報交換というものは性質が違うというふうに考えております。で、

そういった所の性質の違いであるとか、この拠点の設置の意味合い

であるとか、そういったところもこの機会になお確認の意味も含め

まして、関係機関とも情報共有をさせていただきながら、一緒に勉

強をしていく機会をつくっていきたいと考えております。以上です。

８番（下川芳樹君）
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個人情報の共有というふうな部分、それからこれまで佐川町を支

えてきたいろいろな組織、特に支援ネットワークとの関係ではその

性質上新たにできる組織との共有という部分についてはちょっと違

うのかなというふうな福祉課長のほうからの御答弁でございました。

佐川町地域支援ネットワークは先ほど課長も申されたように平成

９年に発足し、さまざまな経緯を経て今日に至っております。これ

までの活動には、公民協働、継続的包括的な支援、これらの精神が

脈々と受け継がれております。発足から 24 年経過する現在において

も、画期的で先進的な取り組みと言えるでありましょう。しかし、

平成 16 年の改正児童福祉法で要保護児童対策協議会、これは略して

要対協と申しますが、これが法定化されたとき、もとからあった支

援ネットワークの活動との整合性や事務処理面からうまく制度に適

用できなかった事実は否めません。平成 28 年、教育委員会にあった

要対協の調整機関が健康福祉課へ移行されたとき、支援ネットワー

クと要対協との体系や役割が明確にされないまま、６年間も放置さ

れてきたことも問題であります。これらの事実や問題点を解決し、

これまでどおりの支援体制を維持するためには、令和４年度中に設

置される支援拠点ができるまでに支援ネットワークと支援拠点の関

係を明確化し、支援ネットワークの構成員全員がその体系図を認識

して、子供と家庭を佐川町全体で支えるという意識を一つにする必

要があると考えます。

健康福祉課は保健福祉の要であり、妊産婦から乳幼児の支援、幼

保一体の保育関係、障害児支援など強みがあります。一方、教育委

員会は義務教育期、高等教育期の児童生徒に強みを持っています。

実際に日々子供たちに接している学校の教職員から得られる子供の

情報は希少であり、子供たちの課題を詳細に把握していると思いま

す。教育委員会が支援ネットワークのコーディネートを 24 年間連続

して培ったノウハウは何物にもかえがたいものであります。私は新

たにできる佐川町子ども家庭支援拠点ではこれまで培った健康福祉

課の強みと教育委員会のノウハウをともに生かした組織づくりを切

望いたします。先進的な佐川町の取り組みを継承し、佐川町で暮ら

す全ての子供たちを社会福祉協議会や社会福祉法人、民生児童委員

の皆さんとともにそれぞれの活動理念や特性を発揮しながら、とも

に協働して取り組んでほしいと考えますがいかがでしょうか。わか

りやすく申し上げれば、これまでどおり健康福祉課と教育委員会、
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それらに属する関係機関が、佐川の子供たちのため、協働して支援

できるよう汗をかいてほしいということであります。ここはぜひ、

行政のトップであり、地域支援ネットワークの会長でもある 岡町

長にお答えをいただきたいと思います。

町長（ 岡雄司君）

下川議員の御質問にお答えをさせていただきます。

先ほど、下川議員のほうからも質問がありましたが、子供とその

家庭、そして妊産婦などの問題につきましては、今後より複雑化し

て大きな課題が出てくると考えております。

やはり、先ほど健康福祉課長のほうからも答弁させていただきま

したが、今後の計画的な人材の確保が課題と、役場としましても課

題となってくると思っております。そして、関係機関、関係部署と

の連携がさらに重要であるとも捉えておりますので、今後庁舎内の

組織体制をしっかりと図って、対応させていただきたいと考えてお

りますのでよろしくお願いをいたします。

８番（下川芳樹君）

役場内の連携、それから専門職、指導者の育成というふうなとこ

ろでございます。

ぜひですね、これらの子供を守っていくケースの強弱といいます

か、本当に命にかかわる部分から不登校であったり家庭内でのさま

ざまな虐待であったり、それから学習面においてでのいろんなレベ

ルがあると思います。ピラミッドで勝てば一番頂点に、その命に関

わる部分、特に県の児相、児童相談所等とのつながりを密にして、

本当に情報をしっかり管理しながらやっていかなければならない部

分。でも、そこに至る手前の前提の一番ピラミッドの下の層、ここ

しっかり守らないと、その上のケースがどんどんどんどん増えてく

る。基本は本当に今普通に暮らしておられる子供さんを日ごろから

地域の目でしっかり守っていくと、こういうことが大変重要であろ

うと思います。佐川にはその歴史もあります。本当に次世代をしっ

かり守っていくためには、これまでの組織形態をなるべく壊さず、

継続して支えてくださる、汗をかいてくださる皆さんをつなぎとめ

て、一緒にしっかり地域の子供たちを守っていけれる、このような

考え方で臨んでいただきたいと思います。課題については拠点がで

きるまでの間、誠意をもってしっかり話し合いをしながら、課題、

問題点を一緒に解決していただきたい、このように考えております
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ので、どうぞよろしくお願いをいたします。

それでは次にですね、学校給食と無償化の具体的な内容について

お伺いをいたします。町長公約より進められている学校給食等の無

償化については、令和４年度から実施すべく新年度予算に計上され

ております。新年度より実施するお考えだと思われますが、今回か

らの予算措置においては、将来にわたり町財政に大きな負担を強い

る施策であると考えます。学校給食費等無償化に伴う予算は短期的

な期間ありきの予算とは異なり、今後、継続的な予算措置が必要な

施策であります。しっかりとした財源の裏打ちにより、将来にわた

って子育て環境が守られていく必要があります。決してかけたはし

ごを途中で外してしまうことがないように確実な財政処置を行う事

が求められます。

そこで、最初にお尋ねいたします。令和４年度より予算化をして

いる学校給食費等無償化の財源内訳と、今後の施策を継続するため

の予算の考え方についてお答えをいただきたいと思います。

教育次長（吉野広昭君）

はい。お答えさせていただきます。

まず学校給食の無償化に伴います財源としましては、主に一般財

源からの繰り入れとすることを考えております。今後につきまして

もですね、給食費の無償化につきましては継続するように考えてお

ります。以上です。

８番（下川芳樹君）

一般財源からの繰り入れということで、継続も考えているという

ふうなお話でございましたが、その一般財源、一般財源の中身とし

てはどのようなところ、その財源となるものが、例えば今まで行政

の中で必要とされる予算措置の中で、執行これまでされております。

それを削ってですね、その給食費のほうへ持っていくということに

なれば、その他の財源部分にしわ寄せがいくように思われます。何

らかの形でそれを充てて継続性が望めるような、財源が継続的に確

保できるようなそのような財源をしっかり充てているというふうに

思っておりましたが、そのへんの御答弁はいかがでしょう。

総務課長（麻田正志君）

お答えをさせていただきます。

財源についてということでありますけれど、予算を組む考え方の

一つといたしまして、通常かかる義務的経費でありますとか、もう
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いわゆる経費の削減ができないもの、それにかかる一般財源がまず

一番重要とされます。そのほかには町が掲げる総合計画、それに基

づく佐川町の将来、将来目指すべく将来のために必要な施策、それ

についての一般財源というような簡単に言えばそういうような優先

順位になろうかと思います。

今回の給食費の無償化のほうにつきましては、どちらかと言いま

すと今言いました義務的経費というよりは佐川町の目指すべき今後

の子育て世帯への支援に対する施策に対するものというふうに認識

しております。それに対する一般財源につきましては、ほかのいろ

んな事業と同じように町としましてはその年度の優先順位を決めて、

それぞれに一般財源を充当していくという考えになります。一般財

源につきましては議員の皆様も御存じのように町税でありますとか

普通交付税、そして国から交付される交付金、そのようなものが一

般財源ということになっております。その限られた一般財源につき

まして、先ほど申しました義務的経費以外の町の将来の姿を実現す

るための事業に対しまして、優先順位をつけてそのような一般財源

を充当していくということになります。

今回の給食費の無償化につきましては令和４年度の事業を考える

上において町の目指すべき姿を実現するための子育て世帯への支援

の一つとして重要な事業ということで一般財源のほう充当しており

ます。また、全てが一般財源ということではありません。その内の

約半分ぐらいはふるさと納税の寄附金のほうを充当して、させてい

ただいております。このふるさと納税の寄附金につきましても今回

補正予算でまた増額をさせていただいておりますように、平成４年

度当初は２億５千万。そして 12 月の議会におきましては７千万増額

して３億２千万、そして今回４千万増額の３億６千万ということで

年々増加もしております。そのようなふるさと納税の寄附金を財源

として充てることもできますので、そのようなことで今後重要なも

のにつきましては先ほどの優先順位で充当していくという考え方に

なっております。以上でございます。

８番（下川芳樹君）

はい、お話はわかりました。義務的経費以外の支援施策の一つと

してしっかり優先順位をつけて予算化をしていくというふうなこと

でございました。また、一般財源の中の半分ぐらいはふるさと納税

の収益金を充てるというふうなことでございます。継続性っていう
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ものをしっかり今後も担保していただけれるように頑張っていただ

きたいとこのように考えます。予算がなくなってそこで終わっちゃ

うよっていうふうなことになると、せっかく始めたものも中途半端

な形になってしまいますので、そこらあたりはしっかり継続性をも

って予算確保ができるように取り組みをお願いいたします。

次にですね、この施策を佐川町で行うメリットについてお伺いを

いたします。

給食費の負担は本来養育する保護者の義務でありました。経済的

に負担が困難な保護者には所得に応じて救済措置が講じられており

ます。負担可能な保護者にも給食費などの無償化を進めていくから

には佐川町の教育行政を考える上でのメリットがあるというふうに

私自身は思いますが、そのメリットについてお考えがあればぜひお

聞かせをいただきたいと思います。

教育次長（吉野広昭君）

はい、お答えさせていただきます。

給食費の無償化についてのメリットということですが、こちらの

ほう、給食費のほうを無償化することによってですね、子育て世帯

への支援を充実することによって、子育て世帯の経済的な不安、負

担を軽減するとともに、今後さらに、佐川町は子育てしやすい町と

して認知度を高めるということがメリットであると考えております。

で、子育て世帯の支援を充実することによってですね、先ほど申

し上げましたとおり子育て世帯の経済的な負担を軽減し、さらに子

育てしやすい町、佐川町は子育てしやすい町であるということにな

るようにですね、目指して、その結果として移住の推進であるとか

ですね、若年層の定住を検討する際に大きな判断材料の一つであり

ます子育て環境を整えることによって若年層の定住であるとか移住

者の、移住施策の推進につながることになるんではないかと思って

おります。

８番（下川芳樹君）

はい、メリット、メリットということでお伺いをいたしました。

まあ、教育行政を考える上でのメリットということでちょっと冠の

ほうを子供たちへの教育っていうふうな分もかぶせて御質問をした

つもりでございましたが、まあ、経済的な不安の解消であったりと

か、町の認知度を上げるとか、移住促進につながるとか、このよう

なお話でございました。
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私といたしましては、せっかく無償化するならば佐川町独自の教

育施策があってもいいのではないかなというふうに考えます。例え

ば、保護者の負担を考えることなく食育に徹した佐川町の給食を行

うことです。幼少期からの食育はその世代にしか経験できないさま

ざまな体験を子供たちに促します。旬の食材を活用した季節食であ

ったり、地域の伝統や行事から生まれた行事食など、幼少期でしか

体験できない味覚の能力で四季折々の季節感、歴史の中で受け継が

れてきた伝統の味など、ふるさとの食のなかから学ぶことが地産地

消の実現によりますます佐川町として子供たちを育てる環境に適し

ているのではないかなと。食育を、食材を提供する農家の思いとか、

調理を行う調理師さんの思いが、子供たちに伝わる食育の実現をぜ

ひ図るべきだとこのように考えますが、いかがでしょうか。

教育次長（吉野広昭君）

はい、食育につきまして、まず現状のほうの報告をさせていただ

きます。

食育につきましては、栄養教諭のほうの栄養指導であるとか、各

学校で、学校経営計画のなかで食育計画というものを定めておりま

す。こちらのほうに諮って児童生徒に各学校で指導をするように考

えております。

地産地消であるとか食材を提供している農家の方、コロナの関係

でここ数年は開催してませんけども、生産農家のほうと給食センタ

ー、私所長も兼務しておりますので、懇談をする際にですね、非常

に農家さんのほうからありがたい言葉をいただいております。で、

食材のほう、子供たちの口に入るもんやからということで生産者の

ほうが自分で提供する食材のほうを結構厳しめにハードルを上げて

提供していただいてます。

これによってですね、配慮をしすぎてと言うたら語弊があるかも

わかりませんけども、ちょっと食材のほうが不足するというような

こと、口に入るもんやけ、子供たちが食べるもんやきということで

かなり高品質なものを提供していただいております。非常にこれあ

りがたいことであると思っております。以上です。

８番（下川芳樹君）

はい。今、次長のほうから学校給食のなかでの地産地消、それに

かかわる農家の皆さんの思い、いうふうなことが御説明をいただき

ました。
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食育の考え方っていうのは本当にさまざまな部分がつながってそ

れが実を結んでいくようなものになればいいのかなというふうに思

います。給食費を無償化するっていうことは、前段で町のほうから

お答えをいただきましたような効果もあるんですが、でも、せっか

く佐川町の子供たちの給食を無償化する、その対外的な部分であっ

たりとか、経済的な部分、移住促進の面とか、さまざまな要因もご

ざいますが、ぜひ子供たちにそのせっかく無償化する、保護者の方

が給食費が上がったよということで文句を言われるようなこともな

いような環境になるわけですので、好きな食材を好きなように調理

をして提供しても、保護者からの異議っていうのはない状態の中で、

本当に子供たちのことだけをしっかり考えた給食が取り組めるので

はないかなというふうに思います。

コロナの中でこれまで取り組んでいた行事が滞っているというふ

うなこともございますが、今一歩踏み込んでですね、本当に佐川町

のふるさと教育であったり、教育理念ていうものがどんどん独自性

をもって、子供たちの成長を促している。本当に感謝をしておりま

す。そこに、食育も一緒に結びつけてくれないかなと、こういうふ

うに考えますが、教育長いかがでしょうか。

教育長（濵田陽治君）

はい。お答えいたします。まことにありがたい御助言をいただき

ました。ありがとうございました。

学校の給食につきましてはですね、他の市町村から転入した教員

に聞きますとですね、佐川の教員、どうも給食は一品多いんじゃな

いだろうかということを言いながらですね、非常においしいと、そ

れから季節感がある。野菜とかたくさん取り入れてくれますので、

というので非常に評判がようございます。だからただ食べるだけっ

ていうことじゃなくてですね、栄養士もそこらへん配慮はしてくれ

ております。

そういういい給食であるということもありながら、さかわ未来学

の中でですね、３つのしょく育といいまして、まちまるごとの植物

園で植、それから食べる食、さらに仕事に向いていくというので例

のサカワークデジタルにもリンゴを栽培してみたりとかいろんな教

材が入っておりますがですね、実際に小学校で佐川キュウリを栽培

してみるとか、で、それを食べてみるとかいろんなことをやってお

ります。そういうところと相まって、給食のほうでも一層今申し上



202

げましたその食べることは生きるためですのですけども、それと合

わせて食べる楽しみとかいろんなことをやって、究極は健康にもつ

ながっていくんですけれども、生きる喜びにつながっていくという

ような教育をしっかり相乗的にしていくということが今ひらめきま

した。まことにありがとうございました。

８番（下川芳樹君）

教育長からひらめいたという御意見を頂戴しました。うんとひら

めいてください。しっかり給食、食育、頑張って取り組んでいただ

きたいと思います。

この質問の最後になりますが、学校組合立の加茂小中学校への対

応についてお伺いをいたします。

先の 12 月定例会で質問をいたしましたとおり、加茂小中学校は日

高村、佐川町からの通学する児童生徒がいらっしゃることから、給

食費の無償化により保護者間での格差が生じることが心配をされて

おりました。十分な説明で理解を求め、このことによる問題がない

ように対応するよう前回申し添えております。来年度実施するにあ

たり、その後の加茂地区への対応と経過、その内容について御答弁

をいただきたいと思います。

町長（ 岡雄司君）

下川議員の御質問にお答えをさせていただきます。

昨年の 12 月 10 日に日高村のほうに訪問させていただき、令和４

年度から実施する給食費の無償化について加茂小中学校におけるこ

とについて、対応について説明をさせていただきました。

その場で教育については町村によって違いがあり政策も違ってい

るという回答をいただきまして、日高村におきましてもゆくゆくは

無償化について検討していかなければならないが、令和４年度から

村としては実施はなかなか財政的にできないという御返事をいただ

きました。無償化にあたりましては日高村の児童生徒も関係してく

るため、支障のないいい方法で取り組んでいきたいという御返事も

いただいております。また、学校組合の教育委員会を通じ説明もさ

せていただいておりますので、今のところ大きな課題となっている

ようなことはありませんので、御報告させていただきます。

８番（下川芳樹君）

ぜひ、相乗効果で地域の子供たちの給食費、給食にかかわる部分

について少しでも保護者の皆さんに負担がかからないような取り組
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みがこの地域全体に広がっていくような契機になればよろしいかな

というふうに考えますので、よろしくお願いをいたします。

それでは、３番目の質問をさせていただきます。国民健康保険の

保険料統一に向けた町の考え方についてお尋ねをいたします。

新聞報道によると国民健康保険の保険料水準を統一する議論が進

むなか、県は統一後の一人当たり平均保険料が年額 12 万 613 円とな

るとの試算を公表しました。県内で土佐市を除く 33 市町村での現行

よりでは、現行より 900 円から約６万５千円上昇するとのことです。

県内市町村からは統一方針への反対はなく、県は激変緩和措置を設

けた上で、2030 年度の完全統一を目指す考えで、本年の夏ごろに市

町村と正式に合意形成を行い、来年度に統一算定方式を策定、激変

緩和期間を経て８年後の完全統一を目指すとのことでした。

県の国民健康保険課は市町村の意見を十分に聞いて、丁寧に進め

るとしていますが、佐川町においてはどのようにお考えでしょうか。

当町における国民健康保険の被保険者数や保険料の現状、健康づく

りへの取り組み状況、将来に向けた保険料抑制のための取り組み等

あればですね、県への意見、提言を含めて御答弁をいただきたいと

思います。

町民課長（片岡和子君）

それでは、下川議員の御質問にお答えさせていただきたいと思い

ます。

まず初めに、新聞報道のありました試算保険料についてですけれ

ども、こちらのほうはある程度目安を示してもらわないと説明が難

しいとの市町村の意見を受けて県が試算したものでありまして、今

後計算方法につきましても検討が必要となっておりますので、御了

承いただけたらと思います。

それではまず、当町の現状というところで、まず被保険者数と医

療費の推移についてお話をさせていただきたいと思います。当町に

おきましても高知県全体の状況と同じような状況になっておりまし

て、被保険者数、加入者数は減少傾向にあり、一人当たりの医療費

はコロナウイルス感染症の影響を強く受けました前年度、令和２年

度は除きましても、徐々に増えてきている状況となっております。

今後も人口減少でありましたりとか、75 歳以上の方の後期高齢者医

療制度への移行によりまして、被保険者数は減少していくことが見

込まれております。
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次に、当町の国保税の状況についてお話をさせていただきたいと

思います。

現在の一人当たりの国保税の水準につきましては、ほぼ県内市町

村の平均程度となっております。佐川町国保で必要となります国保

税の算定にあたりましては、市町村の医療費指数や被保険者の所得

水準、また、収納率などが影響する仕組みとなっております。当町

の医療費指数は県内で６位、所得水準につきましては県内 14 位とな

っておりますが、国保税の収納率につきましては令和元年度の県平

均収納率、現年分になりますけれども、94.99％を大きく上回る 99％

台を維持しているところです。

当町の国保税率につきましてですが、こちらのほうは令和元年度

に県の標準保険税率を端数処理しました税率に引き上げましたが、

その後は税率を据え置いているところとなっております。当町の国

保財政の状況につきましては、先ほど申し上げました高い収納率と

それから歳入の確保に努めまして、財源補填のため国保の財政調整

基金を繰り入れることなく運営することができている状況となって

おります。

続きまして、町の考え方、統一保険料に対する町の考え方という

ところなんですけれども、県が意見紹介を市町村に実施をしており

ます。新聞報道にもあったかと思いますけれども、その意見紹介の

中では、統一に向けた課題についての議論を引き続き行っていくこ

とが必要との意見が多く見られております。被保険者間の公平性を

確保するためにも、各市町村の収納率や保険事業を初めとする医療

費適正化、また、被保険者への医療提供体制につきましても誰もが

等しく利益を享受できることが必要との意見もありました。

当町といたしましても、医療費の軽減、ひいては負担の軽減につ

ながります、元気な町、人をつくる取り組みであったりとか、高い

収納率の維持などの市町村ごとの努力に対する評価、インセンティ

ブについて検討が必要との声をあげたいと考えております。医療費

の適正化につきましては、皆さんも御承知だとは思いますけれども、

健診であったりとか、生活習慣の改善、疾病予防などに取り組む特

定保健指導、また、ジェネリック医薬品の普及促進であったりとか、

重複服薬対象者、頻回受診者の指導といったようなことを実施させ

ていただいております。

また、議員もおっしゃっておられましたけれども、市町村の意見
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を十分に聞いて、丁寧に進めると県のほうもしておりますので、役

場の担当はもとより、国民健康保険事業の運営に関する協議会の委

員さんとも情報を共有させていただきまして、いろんな御意見を伺

いながら、被保険者の立場に立ちました議論を深めていってまいり

たいと考えているところです。以上になります。

８番（下川芳樹君）

はい。ありがとうございます。

国民健康保険は自営業者の皆さんや年金生活者が加入しているこ

とから、会社員や公務員が被保険者保険に、会社員や公務員の被保

険者保険よりも年齢構成が高く、所得水準も低いなど、保険料の負

担率が高くなっております。加入者が減少する中で、医療費の高度

化などによる一人当たりの医療費は増えており、小規模自治体では

制度維持が難しくなっております。佐川町においても同じような状

況が見受けられます。

保険料は市町村が独自に決めておりますが、一般会計から補填す

る自治体もあり、各市町村の一人当たりの平均保険料はばらつきが

ございます。県内における令和２年度の実績では最高の芸西村が 13

万 9,953 円、最低の大川村では４万 9,280 円と 2.8 倍の差がありま

した。こうした格差の解消や制度の維持を目的に統一保険料導入に

向けた協議が始まったと伺っております。佐川町の平均は現在 10 万

9,566 円。統一保険料の導入後は先ほど推定ということでございま

したが、推定値でいくと 8,850 円増額される予定でございます。

少子高齢化が進む中、高齢者の年金額は２年連続で減少しており

ます。物価はどんどん上昇しております。被保険者の生活を守るた

めには被保険者自身が行政と協力をして健康づくりに取り組む必要

がございます。被保険者の所得階層が低所得層に偏っていることも

あり、負担割合の格差も拡大しております。ぜひ、保険料の抑制を

図る取り組みを町全体の取り組みとして成功させ、県内の自治体と

ともに連携しながら統一保険料の抑制に努めていくべきだと考えま

す。

３月３日の国保に関する県議会の質問に対し、濵田知事も「保険

料を軽減し、国保維持の可能性を高めるには、健康づくりなどによ

る医療費の適正化に県全体で取り組む必要がある」と答弁をされて

おります。佐川町においてもぜひこのような取り組みを全体的に行

っていただきたいと考えますがいかがでしょうか。
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町民課長（片岡和子君）

ありがとうございます。

まさに健康を維持していく取り組み、そちらが個人の幸せのため

にも一番だと考えますし、ひいては保険料の軽減にもつながるとい

うところで、今までも健康福祉課であったりとか、高北病院と連携

させていただきながら、健康づくりのほうには取り組んでまいりま

したけれども、今後につきましても、一層、もっとできることはな

いかという視点で取り組みを進めていくことができればいいなと思

います。

そして、県内の市町村全域がそういったお考えもお持ちのようで

すので、また講じ例などを教えていただきながら取り組みが進める

ことができたらと考えます。ありがとうございます。

８番（下川芳樹君）

はい。ありがとうございます。

ぜひですね、行政だけが旗を振るっていうふうなことで多くの被

保険者の皆さんを巻き込んでいくって言うことは大変難しいと思い

ます。今まで福祉課等が培っております地域のあったかふれあいセ

ンターであったりとか、健康づくりの取り組み、このようなものを

上手に活用させていただいて、多くの町民の皆さんが御賛同いただ

けれるような、一緒に考えれる、そのような健康づくりの取り組み

を今後ぜひ進めていただきたいと思いますので、よろしくお願いを

いたします。

ここで議長、次の質問が途中でまたぎます。１回止めていただき

たいと私自身は思いますので、よろしくお願いします。

議長（西森勝仁君）

ただいま、下川議員の一般質問中でありますが、ここで昼食のた

め、午後１時 30 分まで休憩をします。

休憩 午前 11 時 45 分

再開 午後１時 30 分

議長（西森勝仁君）

休憩前に引き続き会議を開きます。

引き続き、下川君の一般質問を続行します。

８番（下川芳樹君）
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お昼の休憩を挟んでということで、私からの最後の質問に移らせ

ていただきます。

佐川町が計画をしております道の駅、その事業計画の内容につい

て４つの視点から町長のお考えをお伺いいたします。

昨年５月に、いや、もとへ、来年５月にオープン予定のまきのさ

んの道の駅については、オープンまでの日程も１年余りと差し迫っ

た状況となっています。来年の春からはＮＨＫの朝ドラに牧野富太

郎博士を主人公とした「らんまん」の放送も決まり、佐川町はもと

より、県内、県外の牧野ファンから多くの期待が寄せられています。

私も多くの町民の皆さんとともに、この放送を大いに活用すること

で、多くの交流人口が佐川町を中心とした県内に訪れ、観光産業が

潤っていくことにさらなる期待を寄せている１人であります。

そこで最初の質問です。道の駅は来年５月にオープンする計画で

進んでいますが、まず、その内容についてお尋ねいたします。

具体的な工期はいつから着工し、いつ完了する予定なのか。その

工事に係る財源内訳の内容は。道の駅本体工事以外の附帯施設の内

容も合わせてお答えをいただきたいと思います。

産業振興課長（下八川久夫君）

それでは御質問にお答えいたします。

まず道の駅のスケジュールですが、現在、実施設計を行っている

ところです。実施設計につきましては今月末の完了を予定しており

まして、来年度に入って４月に国と県の補助金の交付決定がおりた

後、入札の準備を進めます。５月末の入札を計画をしておりまして、

その後、議会の議決をいただき早急に着工したいという形で考えて

おります。工期につきましては、令和５年３月末までを予定してお

ります。

なお、オープン時期につきましては、令和５年の５月中にはオー

プンをしたいというところで現在のところ考えているところです。

続きまして、事業の、事業費の内訳になります。

事業費の内訳としましては、工事本体を含む総工事費で約 10 億

4,500 万となっております。このうち、駐車場などの外構を含む道の

駅本館部分、物販、レストランが入ってる部分ですが、こちらが約

６億 3,200 万円。現在、検討しておりますおもちゃ美術館の内装を

除いた工事費として約２億 7,300 万円。屋外の施設として芝生広場

が約４千万円。遊具を設置する公園が約１億円となっております。
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それぞれの計画の面積としましては、道の駅本館が 1,135 平方メ

ートル、おもちゃ美術館側の建物が 651 平方メートル。この中には

道の駅の利用者が利用できる授乳室やおもつがえ室なども含んだ面

積となっております。屋外の芝生広場の面積が約５千平方メートル、

公園につきましては約 1,600 平方メートルを考えておりますが、設

置する遊具の種類などによって面積については変更になることが十

分考えられます。以上です。

８番（下川芳樹君）

詳しい御説明をいただきました。全体で 10 億 4,500 万ということ

で、これの予算の中身、一般財源とか起債とかそのあたりも少しお

願いします。

産業振興課長（下八川久夫君）

それでは財源の内訳を御説明させていただきます。

工事費、約 10 億 4,500 万円の財源内訳としましては、まず、農林

水産省の補助金である農山漁村振興交付金が１億 6,668 万７千円、

高知県の産業振興推進総合支援事業補助金が５千万円、辺地債が８

億 2,800 万円となっております。

なお、令和４年度道の駅の総事業費としましては、この工事費の

ほかに設計管理費、道の駅の運営システム導入費、財団法人の運営

補助金などが別に約１億円必要となっておりますので、道の駅の総

額としましては 11 億 4,882 万７千円となっております。

このうち、この１億円に関しましても辺地債やふるさと納税寄附

金基金からの繰り入れなどをする計画としておりますので、町の実

質的な負担額としましては１億 9,300 万円ほどになるとなっており

ます。以上でございます。

８番（下川芳樹君）

財源の内訳がしっかり御説明いただきまして、十分に理解をいた

しました。基本的にはトータルで 11 億 4,800 万何がしのお金がかか

る中で、一般財源からは１億 9,300 万、これだけの持ち出して済む

というふうな内容だとお聞きをいたしました。

そこでですね、先ほど御説明いただきました本体部分以外、おも

ちゃ美術館の建屋の部分は除いてですね、芝生、それから遊具、こ

れらの内容については今御検討のことだと思います。これまでワー

クショップで町民の皆さんからたくさんの御意見も頂戴していると

いうふうなこともありますので、十分に道の駅に沿って皆さんのお
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考えが反映できるような施設を建設していただきたいと考えており

ます。

この附帯施設、特にですね人工的につくられた遊具以外の自然の

中にある施設、芝生もそうでありますし、隣接する水路であったり

とか、山林であったりとか、そのようなものの活用についてぜひ活

用していただきたい方法として、子供たちが自然の中で自然に考え

ながら遊んでいけれるような、また、牧野博士にふさわしい植物、

それから散策ができる散策路、そういう自然遊びも含めた活用をぜ

ひ御検討していただきたい。これは牧野博士の道の駅、それから佐

川町が植物に対するさまざまな思いがあるというふうなところから、

発信の材料としては必ず必要じゃないかなというふうに考えており

ますが、御見解をお願いします。

町長（ 岡雄司君）

下川議員の御質問にお答えをさせていただきます。

先ほど産業振興課長のほうから御答弁させていただきましたが、

屋外の施設としては芝生の広場とですね、公園、遊具を置いた公園

を考えております。あと、議員の言われますとおり、南側には火薬

庫の奥のほうに山林もありますが、山林につきましては現在のとこ

ろこの計画の中には入れておりません。

民地も、あれほとんど民地となっておりますので、そちらについ

ては今後、もし、オープンしてからやりたいというような機運が高

まってきたらですね、そういったことも考えていきたいと思ってお

りますが、現在のところはこの計画の中には入っておりませんので

御了承いただきたいと思います。以上です。

８番（下川芳樹君）

町長から御説明をいただきました。

あの隣接する山林は買収の範囲の中に入ってないというふうなこ

とで、景観の中に入るエリアであるというふうなことでございます。

ぜひ、先ほど町長からおっしゃっていただいたオープン後の考え

方としてですね、利活用については御検討いただければなというふ

うに思います。

それと含めて、芝生の活用についてもですね、ぜひ子供たちが楽

しく遊べれるようなそのようなアイディアもですね、地元の皆さん

とともに検討していただいて、自然が遊びができる空間として活用

していただきたい、このように考えておりますのでお願いをいたし
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ます。

それでは次に、道の駅で販売する商品の内容、その確保に向けた

取り組みについて、どの部署がどのように進めて行くのかお考えを

お聞きいたします。

先の質問でも申し上げましたが、道の駅オープンまでわずか１年

あまり。来年の５月末までにはオープンするというお話を先ほど伺

いました。販売する商品の内容はどのようにお考えでしょうか。販

売する商品には地元の農産物、飲食品類、加工品や工芸品など、佐

川町の経済を潤す商品について検討されていることと思います。具

体的にどこからどのような方法でどのような商品を仕入れ、どれだ

けの量を販売する計画なのか、御答弁をお願いいたします。

また、これらの内容を実施する担当部署、窓口はどこになるのか

合わせてお聞かせをいただきたいと思います。

産業振興課長（下八川久夫君）

お答えさせていただきます。

道の駅で販売する商品につきましては、農産物を含めてまずは佐

川町内のものを取り扱っていきたいというところで考えております。

ただ、オープン時点での販売の計画については財団法人で今、話を

しておりまして、最低でも 1,500 アイテムほどはほしいというとこ

ろの話しになっておりますが、現状、それだけのものが揃うという

ところは難しいと考えておりますので、仁淀川流域に広げて、来た

お客さんが残念な形にならないような商品の品揃えというところを

していきたいと考えております。

実際にですね、具体的なところについてはまだ始まったばかりと

いうところですので、栽培計画であったりとか、どれだけのものを

誰からというところはこれから財団法人と一緒に産業振興課のほう

が担っていくという形になります。以上です。

８番（下川芳樹君）

御答弁をいただきました。

道の駅で販売する商品については町内のものを最優先で活用する

というふうなことでございます。あとは財団と産業振興課のほうで

窓口としてその対応に当たるというふうな御答弁でよろしいですか。

それではですね、次の質問に移ります。

来年５月オープン時には朝ドラの影響なども相まって多くの来客

が期待されています。私は町内の商品のみで対応できるのか大いに
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不安を感じています。聞くところによると町内の現状での生産量や

品目数では来客の満足度を高めるだけの商品数が確保できず、町外

から商品を受け入れなければ売り場がもたないとの声もあります。

先ほど、課長から御答弁いただいた内容でもそういう不安要素が残

っているというふうに推察いたします。商品によっては隣接市町村

と観光振興をともに進めるため、連携して販売するものもあるでし

ょう。しかし、多くの商品は佐川町の地場産品でなくてはなりませ

ん。その理由は町内の町民の皆さんが道の駅で潤うこと、町全体が

経済的に豊かになることこそ道の駅をつくる最大の目的だからです。

昨日の松浦議員の質問とも重なりますが、私からも提案をいたし

ます。道の駅で販売する農産物のロットや売れ筋の品目を確保する

ため道の駅と農家が連携して生産体制を確立する取り組みをぜひ行

ってください。加工品など商品開発には産・学・官連携のもと多く

の商品を生み出す努力を重ねてください。夢と希望が持てるまちづ

くりのため、役場の力をしっかりと注いでください。そのための人

員や予算を惜しまないでください。必ずその見返りが町民の皆さん

に、また、自治体である佐川町の力となって返ってきます。来年の

春までに全てを実現できるとは思いませんが、数年かけてでも実現

すべき内容だと確信しております。必要な人材に、必要な時にお金

をかけることは決して間違いではありません。ぜひ、職員定数も拡

大して今やるべきことを実行していただきたいと思いますがいかが

でしょうか。御答弁をお願いします。

産業振興課長（下八川久夫君）

お答えいたします。

まず、道の駅に出品する方が潤っていただく、所得を向上させて

いただくというところは非常に重要なところだと考えております。

で、これからつくる予定で、仮称ではありますが、道の駅産直協

議会というものをつくって出品者に登録していただいて、直販含め

た販売のところの準備を進めていきたいというところでは考えてお

ります。で、開業後、売れ筋商品等につきましては商品の販売状況

含め、売れ行きに応じた追加納品などを電話やメールで連絡をして

売り逃しがないようにしていくというようなところを考えていって

るところです。

また、商品開発につきましては現在財団法人のほうに委託して行

っておりまして、それについては来年度も引き続き実施していきた
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いと考えております。

また、朝ドラの関係で新たな商品開発というところも昨日松浦議

員のほうからもお話もありましたが、こちらに関しては県のも含め

てですね、補助金も含めて要望していきながら前向きに予算も確保

していって商品開発含め朝ドラに向けた準備を道の駅の中で進めて

いきたいというふうには考えております。以上です。

８番（下川芳樹君）

はい、御答弁をいただきましたが、私は十分ではないとこのよう

に考えております。昨日も松浦議員からもございました。今しかな

いんです。本当に。来年の５月末までにはオープンするんです。そ

れに、課長もおっしゃいましたがっかり感がないような形で対応す

る、この最初のスタートってものすごく大事だと思います。

昨年 12 月に議員の皆さんと執行部の皆さんとともにおもちゃ美

術館の見学に徳島にまいりました。前段で立ち寄った板野町の道の

駅、そこではしっかり農家と道の駅が連携して会議場までつくって、

その中で営農指導とか商品指導を進めております。前段でこういう

取り組みが進んでないと、ここから先の結果も一つも出ません。や

はり置くべき所には人を置き、それなりの予算もかけて、将来しっ

かり町民の皆さんや行政が潤う、このような取り組みはぜひやるべ

きだと思います。そのあたりの見解は町長いかがでしょう。

町長（ 岡雄司君）

お答えをさせていただきます。

私も下川議員含め、視察にお伺いをして道の駅の素晴らしさは十

分理解をさせていただいております。やはり、農業をされてる方と

の連携というのは道の駅にとって不可欠なことだとは思っておりま

す。今後、時間も少ないですが、そういったことを含めてですね、担

当課、そして財団法人のほうとも協議をしながらしっかり取り組ん

でいきたいと考えております。以上です。

８番（下川芳樹君）

しっかり取り組んでいただくということですが、具体的に本当に

日がないです。補正予算を組んででもですね、人員の確保、こうい

う部分については今やらんとですね、後悔残りますよ、絶対に。ぜ

ひ前向きに御検討いただいて、１日でも早い対応をスタッフの皆さ

ん、財団も含めてですね、ともに考えていただきたいとこのように

思いますのでよろしくお願いをいたします。



213

次に、木のおもちゃ美術館建設に関する考え方についてお尋ねを

いたします。

おもちゃ美術館については昨年６月定例会で道の駅との合併を進

めるための予算が可決され、議会の承認を得て事業計画が立案され

て進んでまいりました。しかし、10 月の町長選以降、建設の是非を

問う住民説明会の開催、町内外に向けたアンケート調査の実施など

足踏み状態が続いております。来年５月末にオープンする道の駅の

現状を考えたとき、足踏みをしている状況ではありません。絶好の

チャンスを残念な結果としてしまう今回の足踏み状況は、早期に改

善し一刻も早く建設に向けてハンドルを切るべきです。

結論を急ぐ理由は道の駅への集客を促すための目玉施設がオープ

ン時に何もないこと。これは初めての来客者の皆さんにとって致命

的です。なぜならば、これまで計画されてきた「まきのさんの道の

駅」、このネーミングと朝ドラの開始時期が絶妙で、多くのお客様が

道の駅のオープンに期待して来町されるからです。目玉のない道の

駅はお客様の期待を裏切ってしまいかねない、どこにでもある二番

煎じの道の駅になってしまいます。

これまでの議論の中心は、道の駅の経営、多くの集客による販売

の促進が道の駅の経営にとって最も重要なテーマです。道の駅だけ

では集客の目玉がなく、他の道の駅との差別化が図れません。特徴

のないどこにでもある道の駅。リピーターの来ない、収益が上がら

ない道の駅になりかねません。すぐに実現可能な対策がなければ佐

川町の理念に則した木のおもちゃ美術館を建設すべきだと考えます。

道の駅が完成してからでは施設建設に有利な辺地債も活用できず、

町は大きな財政負担を伴います。町民の皆さんにも負担をかけます。

経済的な見地からも辺地債が使える今、すぐにやるべきです。この

件に関する昨日の質問に町長は検討中である。今はどちらとも言え

ない。今月中には決定したいとの答弁でした。賢明な町長には３月

末にはやるぞと判断をお願いするとともに、実施するならばおもち

ゃ美術館の規模を安易に縮小するような愚行は行わないよう要望い

たします。御答弁をお願いします。

町長（ 岡雄司君）

下川議員の御質問にお答えをさせていただきます。

佐川町の道の駅につきましては、後発の道の駅になると、なりま

すので、ほかの道の駅とは違う特色のある道の駅にしていく必要が
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あるものと考えております。

施設につきましては、今回の牧野博士の朝ドラを契機にですね、

「植物が中心となるまち」をテーマにしたデザイン、設計がされて

おりますので、まきのさんの道の駅として、牧野博士や植物にちな

んだトータルデザインやブランディングを進めていきたいと考えて

おります。また、道の駅のターゲット層としましては、ファミリー

層に目的地を選んでいただけるよう芝生の広場、また、公園整備に

つきましても集客施設として整備を進めていくこととしております。

また、子供さんを含め来られる方々に喜んでもらえるような商品展

開やサービスの提供もしていきたいと考えております。

おもちゃ美術館につきましては建物自体は規模を縮小するとかい

うことでは進めておりません。ただ、今回私が就任してからどうし

てもおもちゃ美術館については賛成ばかりの意見ではありませんで

した。当然反対の意見もあってですね、私の公約違反であるとかそ

ういったことをお聞きしましたので、しっかりと住民の皆さんに説

明をさせていただいて、そのうえで議員の皆さんにも決定をしてい

ただこうという意味で３月末までには決定したいという御回答をさ

せていただいております。

それに加えまして、緊急ではありましたが、リサーチのアンケー

トについても１カ月前、今年に入ってから取り始めました、始めて

おりますので、こちらの結果をもってですね、集計が終わりました

らしっかりと議員の皆さんにも説明をさせていただき御報告できる

としたいと思ってます。

おもちゃ美術館の完成につきましては、理想としましては道の駅

と同時に完成すればいいんじゃないかなと思います。建物自体は一

緒に進みますので、契約はまたおもちゃ美術館とは別個になります

ので、そういった意味でそんなにおくれるようなことはない、もの

ではないかと考えておりますので御理解をいただきたいと思います。

８番（下川芳樹君）

はい、町長から御答弁いただきました。

建屋については先ほど産業振興課長のほうからも答弁いただきま

したように、合わせて規模を縮小せずにそのまま建っていくよと。

中身については３月末までにしっかり考えていくよということでご

ざいます。いろいろと御意見もございます。町民の皆さんから。ま

あ、その御意見をしっかり聞くという政治姿勢を選挙公約にも上げ
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てますので、町長はしっかり双方の意見を聞いて、本当に賢明な判

断をしてください。

先ほどのお話ではないですが、町民の皆さんの中には町の中心部

に道の駅やおもちゃ美術館を建設し、中心部の活性化と佐川の子供

たちの利便性を図るべきだと、このような御意見もございます。そ

の考え方には一部共感するところはありますが、今回の計画には町

民の皆さんを核とした施設ではなく、その考え方の中心には町外の

皆さんを集客する商業施設であるとの認識が重要です。町の産業を

活性化するための経済効果、経済対策、ここが肝になる部分です。

併設するおもちゃ美術館も町内の子供たちが利用する施設でもあり

ますが、多くの町外のお子さんを連れた御家族が来場し、合わせて

買い物をしていただく施設としての役割が大きいと考えます。

霧生関への建設は町の中心部の皆さんにはへんぴで不便な印象で

しょうが、辺地債を活用した町負担の軽減は大きなメリットです。

２割の予算で町財政に負担をかけず建設することができるからです。

また、町外からのお客様は家族連れで車による来館です。建設場所

のデメリットはほぼありません。しかし、町の中心部とのアクセス

も重要な課題です。せっかくの施設を十分に活用するため道の駅の

大規模な駐車場から交流人口を町の中心部へ誘導することも必要で

す。町の中心部から道の駅やおもちゃ美術館へ車以外で訪れること

ができる手段も住民サービスとして考えるべきです。そのために、

道の駅と町の中心部をつなぐシャトルバスの運行を提案します。ぐ

るぐるバスのノウハウを生かした町の中心部の駐車場問題も合わせ

て解決できるシャトルバスの運行を検討するべきだと考えます。昨

日、松浦議員が質問したとおり、私も同じ思いです。道の駅のオー

プンまでには必ず実現し、町の中心部と道の駅の相乗効果が発揮で

きるようバスの運行を要望いたします。御答弁をお願いいたします。

町長（ 岡雄司君）

お答えをさせていただきます。

下川議員の言うとおり、シャトルバスの活用については必要じゃ

ないかと考えております。チーム佐川の課長のほうからも昨日でし

たか答えていただきましたが、道の駅と上町周辺ですね、そこを結

ぶシャトルバスについては今後考えていきたいというように考えて

おります。

それと、まだ、先ほども申しましたが建設には判断は至っており
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ませんが、木のおもちゃ美術館につきましても、単体であるよりは

やっぱり道の駅にあったほうが、道の駅の集客力としてはいい施設

であると私自身は考えております。町の中にあると土地代とかいろ

いろ用地の関係も絡んできますし、単体であるよりはやはり一体と

したものがいい施設になるのではないかと考えております。以上で

す。

８番（下川芳樹君）

町長から大変すばらしい御意見を頂戴しました。本当に単体では

もう相乗効果もお互いに発揮できるような力が融合できません。ぜ

ひですね、お願いしたいということと、シャトルバスの件について

はですね、やはり期間は短いですが、施設が完成と同時に運行でき

るようにぜひ合わせてお願いをしたいと思います。どうでしょう、

そこらへんは。

町長（ 岡雄司君）

お答えさせていただきます。

具体的にはどうするか、今ぐるぐるバスを走らせております。そ

ちらで対応して変更してやるのか、またあらたなシャトルバスを運

営、運行さすのかというのはまだ具体的な結論は出ておりませんが、

いずれにしましても道の駅のオープンまでには多くの方が、朝ドラ

の関係もありますので、来町していただけると大いに期待しており

ますので、そちらの方の観光客にも迷惑かけないような方法をとっ

ていきたいと考えておりますので、よろしくお願いします。

８番（下川芳樹君）

はい、ぜひよろしくお願いをいたします。

それでは、最後の質問の本当に最後の質問になります。

その他の関連する事項について質問をさせていただきます。

道の駅へのアクセス道路として国道 33 号の改修計画がございま

すが、右折レーンの確保により高知市方面に向かう車の渋滞緩和や

安全対策が図られると聞いております。初めに、その詳しい内容、

わかっている範囲で結構でございますのでお聞かせいただきたいと

思います。

産業振興課長（下八川久夫君）

お答えさせていただきます。

この道の駅の事業につきましては、24 時間利用できるトイレ、そ

してその駐車場の部分に関しては国土交通省が整備をしていただい
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ております。ですので、その道の駅に入る右折レーン、安全対策に

ついては設計の中に入ってですね、現在、細部の打ち合わせをして

いるという段階になっておりますので、佐川から高知市方面に行く

途中の右折して道の駅に入ってくる、右折レーンに関してはできる

という計画になっております。以上です。

８番（下川芳樹君）

国交省が行う事業として実施をされるということで、概略でもか

まいませんが、大体どれぐらいの右折レーンの長さを確保して、ど

れぐらいの幅員でっていうのはまだ詳細はわかっておりませんか。

町長（ 岡雄司君）

お答えをさせていただきます。国土交通省が行っていただくよう

になっております、国道 33 号線の右折レーンにつきましては、詳細

はその右折レーンの長さがどれぐらいになるとかいうのは決まって

いない状況です。ただ、私自身もですね、昨年上京した際には関係

機関、国土交通省の道路課長とかにですね、しっかりと安全対策を

お願いし、また、土佐国道事務所の所長にもこの安全対策が住民の

説明会においてやっぱり皆さんが危惧をしているという質問が出ま

したということで、完全に安全に道の駅に入れるようなレーンをお

願いをしておりますので、今現在国土交通省のほうにおいて取り組

んでいただいているものと認識をしております。以上です。

８番（下川芳樹君）

はい、あの、安全な右折レーン、道の駅の生命線にもかかわると

思いますので、ぜひしっかりと御確認いただいてよろしくお願いを

いたします。

次にですね、道の駅のオープンで国道の交通量が増加し、霧生関

トンネルの歩行者安全対策が課題となってまいります。新産廃の地

域振興事業で歩道トンネルの要望が上がっておりますが、早期実現

は可能でしょうか。それ以外のアクセスルートとして、道の駅と町

内をつなぐ歩道を道の駅からサッカー場に向けて霧生関トンネル上

部の山林につくってみてはいかがでしょうか。道の駅とサッカー場

が歩道で結ばれれば安全に景観を楽しみながら散策できる魅力あふ

れる遊歩道になると思います。御意見を合わせていただきたいと思

います。

建設課長（池内伸雄君）

私のほうからはですね、地域振興策として要望のありました霧生
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関の歩道トンネルのことについて回答させていただきます。

この件につきましては、令和２年５月 27 日に高知県環境対策課と

ともに国土交通省四国地方整備局土佐国道事務所に要望に伺いまし

た。その時の回答としましては、道の駅開業後の人の流れ、また、交

通状況の変化を見て、必要性について検討をするということの回答

でありました。以上でございます。

産業振興課長（下八川久夫君）

私のほうからはですね、別のルート、国道以外のルートからの歩

行者が安全に道の駅に来れるというところの対策についてお答えい

たします。

歩行者、また自転車の方が安全に道の駅に町なかのほうから来る

というところはこれまでの基本設計のワークショップの中とか、あ

とは住民説明会の中においても意見としては上がってきておりまし

た。で、町としても、担当課としても道の駅の南側にある町道を通

って安全に来れる方法というところも考えてはおりました。ただ、

やはり車が通るというところに合わせて歩行者と自転車の安全を確

保するとなると相当の工事費がかかるのではないかというところも

ございまして、現在のところは有効な、これが安全に来れるという

ようなところはまだ答えが出ていない状態で、引き続きいい方法が

ないかというところは内部で協議していきたいというところで考え

ております。以上です。

８番（下川芳樹君）

はい。歩道トンネルこれについては道の駅開業後の人の流れ、こ

のようなものを検討していただき、実施時期、施工の有無について

は考えていくというふうなことでございます。

町なかと道の駅をつなぐ国道沿いのラインとしては、非常に歩道

トンネルができないと安全につながらないなと。

で、先ほど産業振興課長のほうからは町道を使ったというふうな

自転車、歩行者の安全な道をというふうな御検討もあるというふう

なことですが、まだ細部については十分に詰まっていないというふ

うなことでございます。ぜひですね、すぐにというわけにはまいり

ませんが、そういう状況も勘案しながらですね、歩道トンネル、そ

れからそれにかわる安全なルート、そのようなものについては引き

続き御検討いただきたいということを申し添えましてこの質問を終

わります。
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本年２月に加茂地区で開催されましたバイカオウレンの見学会、

コロナ禍にもかかわりもせず、県内外から２千人近くの見学者が訪

れました。当初予定していたイベントがコロナ感染予防のため中止

し、なんの催し事もない状況の中で、バイカオウレンという花の魅

力に誘われての来客でございました。来年は朝ドラ効果や道の駅の

オープンも重なって、もっともっと佐川町や加茂地区を訪れる来客

が増えることでしょう。加茂地区の自生地や牧野公園の管理には町

民の皆さんによる日々の力が注がれております。その努力によって

どんどん魅力も増しております。

来年オープンするまきのさんの道の駅にも多くの町民の皆さんの

力が注がれ、時代とともに一緒に大きく成長できることを期待申し

上げまして、私からの全ての質問を終わります。ありがとうござい

ました。

議長（西森勝仁君）

以上で、８番、下川芳樹君の一般質問を終わります。

ここで 15 分休憩します。

休憩 午後２時 15 分

再開 午後２時 30 分

議長（西森勝仁君）

休憩前に引き続き会議を開きます。

引き続き、２番、岡林哲司君の発言を許します。

２番（岡林哲司君）

２番議員、岡林哲司でございます。議長のお許しをいただきまし

たので、通告に従いまして質問をさせていただきます。

どうかよろしくお願いいたします。

まず、質問に先立ちまして、昨日、町長のほうからありました行

政報告の中で総務文教委員会にて第３次教育基本計画の内容のお話

があった中で、議員のほうから桜座の整備についてっていうお話が

あったと思いますけれども、そこは私が提案させていただいたのは

桜座の運用、こちらのほうですので、そちらの訂正をお願いしたい

と思います。よろしくお願いします。

町長（ 岡雄司君）

ありがとうございます。行政報告の中で間違った採用させていた



220

だきました。運営、運営についてということで訂正をさせていただ

きます。よろしくお願いします。

２番（岡林哲司君）

それでは、質問に入らせていただきます。

高知県では３月６日をもってまん延防止等重点措置が解除をされ

ましたが、いまだ１日あたり 100 人を超える陽性反応者が出ており、

さまざまな業種の事業者の皆様に多大な影響が出ております。この

影響を受けられている皆様にお見舞いを申し上げます。今回、オミ

クロン株のまん延でのまん延防止等重点措置の適用を踏まえまして、

国や県からさまざまな支援金や給付金でのサポートが行われており

ます。

前回 12 月議会でも取り上げさせていただきました、高知家あんし

ん会食推進の店制度の適用を受けていただいた事業者さんにおきま

しては、今回の時短要請の中でその協力の内容を選ぶことができま

した。商工会が、商工会と関係担当課が積極的に動いてくれたこと

もあり、佐川町内での認証店は随分と増えたとお聞きしました。日

ごろの周知活動に感謝を申し上げます。

さて、町独自の支援策の有無について伺う予定でしたが、先日の

岡町長による行政報告の中でも佐川町としても独自の支援策を行

うというふうに頂戴いたしましたので、今回は、国、県、町が別々に

支援や臨時給付を行うことについて、一見手続が複雑といいますか、

わかりにくそうに感じます。町内でも事業者が高齢化をしてきてお

りまして、さまざまなこういう給付金の手続において、ちょっと自

分たちにはわからないというような声も直接聞くことが多くありま

す。

その中で、高齢の事業者さんにも手続がわかりやすくなるように、

担当課ではこの制度の周知、国や県のそれぞれの給付や支援策につ

いての手続の案内などをどのように取り組む予定か、担当課の課長

にお伺いします。

産業振興課長（下八川久夫君）

お答えいたします。

まず、町の施策についてのＰＲと周知方法としましては、町のホ

ームページというところを考えております。そのほか、県の支援策、

国の支援策についても窓口のほうで誰でもが取っていけるような形

で設置をしております。その時に問い合わせがあれば、それぞれの
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連絡先等は御案内をするようにさせていただいてはおります。

また、わかりにくいというところもあるかと思いますが、町の事

業については、県の施策への上乗せという形にしておりまして、県

の給付金の対象になった方については、わかりやすい形の簡単な申

請用紙で給付を受けられるという形をとっておりますので、よろし

くお願いします。

２番（岡林哲司君）

町の支援策のほうは県の支援策への上乗せということで、まず県

への支援金などへの申請、これを先にしていただくということがわ

かりました。商工会なども通じて事業者さんへの周知を進めていた

だきたいと思います。

国の事業復活支援金につきましては、申請期限が５月末というこ

とになっております。この町の追加の上乗せの支援事業についても、

同じく５月末までということで間違いないでしょうか。御回答お願

いします。

産業振興課長（下八川久夫君）

町の給付金につきましては、県の給付金への上乗せという形を取

っております。県の給付金の締め切り期限としまして、高知県営業

時間短縮要請協力金のほうは５月２日までということですので、約

２カ月の猶予をとって６月末までの締め切りとする予定です。

また、新型コロナウイルス感染症対策臨時給付金の県の締め切り

は５月末という形になっておりますので、町は７月末を予定してお

ります。以上です。

２番（岡林哲司君）

御回答ありがとうございます。

事業者にとって県の申請をして、その結果を待って、それから町

のほうに申請をできるという十分な時間をとっていただいていると

思います。この点、考慮をしていただいてありがとうございます。

オミクロン株の派生種、これも県内に入っているような報道もござ

いました。今後も担当課には町内事業者へのサポート、周知活動を

続けていただきたいと存じます。よろしくお願いいたします。

続きまして、令和４年度の高知県の方針の１つでもあります、デ

ジタル化について、佐川町での現状と今後の方針を伺います。ＩＣ

Ｔを活用した業務のデジタル化に向けて、どのような取り組みを行

っているか、また、どの程度進んでいるかという質問の予定でした
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が、齋藤議員から同様の質問がありまして、現在タイムカードのほ

うのデジタル化と、あと今年度、来年度ですね、失礼しました。令和

４年度の予算として財計ですかね、経理部分での入力のシステムの

ほうにもお金を入れてデジタル化を進めていくというふうに伺って

おります。

私自身、昨年の６月まで桜座で務めておりまして、中でそういう

作業の状況を見ておりましたところ、そういう経理面の入力はです

ね、端末がいくつかに限られてまして、決算など予算を組む時期に

なりますと、たくさんの方が１カ所のパソコンに集まって順番を待

ったりとか、やっぱり非効率な部分がありましたので、このような

部分をスムーズにできるようになるということでも職員の皆さんの

作業は随分スムーズに進むと思います。この点についてはすばらし

い取り組みをされてると思いますので、引き続きよろしくお願いい

たします。令和４年度の取り組みとしてはそういうことだと伺って

おります。

そこで、このデジタル化について、専門の担当者が何名いるのか

という質問をこれもする予定でおりました。齋藤議員の質問のほう

からもありまして、その中で今、これ専門の職員さんはいないとい

うふうな御回答を聞きました。少し得意な方がほかの部門と兼ねて

ると。で、このデジタル化については本格的に進めていくには、や

はり専任の知識を持った担当者が課をまたいででもその課に合わせ

た仕事にそのデジタルの技術を適用できるというぐらいの能力をも

った方に着いていただかないと、やっぱり進んでいかないんじゃな

いかなというふうに感じております。

そして、また、担当者が一人ではなくやはりチームで動ける環境

をつくっていかないと、実際にデジタル化に向けて動いていくって

いうのには難しさを感じております。その点、担当課の課長さんに

御意見をお伺いしたいと思います。よろしくお願いします。

総務課長（麻田正志君）

お答えをいたします。

岡林議員のおっしゃられますとおり、現在は電算の担当として総

務課のほうに１名おりますけれど、その者、おっしゃられますよう

にほかの業務との兼任ということになります。

今、急速に進むこのデジタル化社会の中で役場のほうに求められ

ているデジタル化というのも多様なものがございまして、それにつ
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いての専門的な知識を有している職員というのは、今役場の職員

数々いますけれど、あまりいない、ほとんどいないと言うていい状

況だと思います。そのような中で今後このデジタル化を進めるにあ

たっては先ほども申しましたように、担当課だけではなくいろんな

課と協力をとって、その中からチームを組んで、体制を整えてやっ

ていくということが必要だと思います。また、人数につきましても

一人のものがやるということではなく、やはり可能であれば複数の

体制である程度の体制を整えたうえで進めていくというのが理想的

ではなかろうかというふうに考えております。

また、導入の当初におきましては、そのような専門的知識を持っ

たアドバイザーでありますとか、そのような方を招聘いたしまして、

そのような方から知識を吸収して、人材を育成していくということ

も必要ではなかろうかと思います。今、自分のほうで考えておるの

はそのようなところということになります。以上でございます。

２番（岡林哲司君）

その専門の知識を持った方をお呼びしてでも専門のチーム、これ

を人材の育成をしていくことの重要性を担当課の課長にも御理解い

ただいているということで、次に移らせていただきたいと思います。

関連したことにはなりますけれども、佐川町内の独居の高齢者や

家族と離れて暮らす高齢者の安否確認に、このＩＣＴの技術を活用

するという予定はございますでしょうか。

例えば、冷蔵庫の開閉回数を通知するシステム、これは登録して

る方のスマートフォンなどにその登録してる冷蔵庫の開閉回数が何

月何日何回というようなものが届くようなシステムです。これは安

価で導入できて、独居の方の安否確認ができるシステムでもありま

す。人的に常に見回りができない場合などにも有効と考えます。町

の見回り事業でこうした新しい技術の導入の予定はありますでしょ

うか。担当課長の方、よろしくお願いします。

健康福祉課長（岡﨑省治君）

岡林議員の御質問にお答えをさせていただきます。この独居の高

齢者等の見守りのシステムにつきましてのＩＣＴの活用という御質

問でございますけれども、先ほどちょっと議員が御紹介していただ

きましたこの冷蔵庫の開閉を活用したシステム、これについては実

は昨年度になりますか、佐川町がＩＣＴのアドバイザーとして来て

いただいている片岡氏のほうから個人的な事業ということでの実証
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実験をやるけれども参加をしてみないかという話がございました。

これ健康福祉課と社会福祉協議会の職員が 10 数名ぐらいですけ

れども、実証実験に参加をしてこの親御さんといいますか、と、そ

の自分たちがもって、実際に実験をやった経過がございます。この

ときの全員のちょっと声を集約しているわけではございませんけれ

ども、印象としては対象者の生活スタイルさまざまございますけれ

ども、ニーズが合えば一つの有効な見守り手段の一つになりえるだ

ろうというふうには思いました。そういう意見があっております。

ただ、実験を行った段階では電池を装着するタイプでございまし

て、結構その費用が、電池の交換とかがかかるなというところで、

費用的な面の課題があるなという話もありました。で、そういうと

ころでございますけれども、一つはそういうちょっと実験に参加し

たということがありました。

佐川町の現在の高齢者の見守りという点では、主には人的な見守

りになっております。例えば民生委員さん、あるいは自治会長、自

治会もそうです。それから、新聞とか郵便の配達の関係の見守り協

定も結ばせていただいておりますが、そういった方々が少し、これ

は変だなということで社会福祉協議会なり健康福祉課に御連絡をい

ただいてという流れで、実際この１、２年もそういう形で残念では

ありますけれども亡くなった形で発見をされたという事例はありま

した。

こういった地域のつながりを活用しての見守りというところでは、

段々これから過疎化も進みますし、地域でのつながりも段々弱まっ

てくるというふうには考えております。で、先ほどちょっと話出し

ていただいたＩＣＴを活用したシステム、これは今ちょっと見てみ

ますと民間の取り組みとか結構あるようでございます。そういうと

ころを今後はそういうふうに活用した見守りシステムを一つの有効

な手段にはなるというふうに考えております。

ただ、現時点でこのＩＣＴを含めたシステムを検討している、町

では検討している段階ではありませんので、さまざまな取り組み事

例、こういったものを研究をさせていただいて、どういった取り組

みにつなげていけるかということを考えていきたいと、現時点では

そのような状況でございます。

２番（岡林哲司君）

現段階では人的な見回り、これに力を入れて取り組んでいただい
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ているということで、やはり、先ほど職員の方にもその実験といい

ますか、に、参加していただいたというようなお話もありましたが、

やはり実際に生活に直結することですので、プライバシーとかの問

題、これのハードルもあると思います。こういうものも導入すると

いうことになるとやはり専門家の知識、技術などを提供していただ

くという必要が出てきますので、やはりこれへ話戻りますけれども

町の部分にいろんなこの自治体ＤＸ、ＩＣＴの活用をしていくため

には専門のチームが必要ではないでしょうかというところでござい

ます。担当課のほうでもその必要性を感じていただいているようで

すので、ぜひしっかりと取り組んでいただきたいと思います。

それでは、次の質問に移らせていただきます。

私自身ペーパーレス推進委員会に所属しているんですけれども、

今、両方使いながら一生懸命やっておりますので、少し間があくか

もしれませんけれども、御容赦ください。それでは次の質問に移ら

せていただきます。

木のおもちゃ美術館につきまして、早急に設置、オープンに向け

て取り組むべきだと感じております。今回の定例会におきまして、

もう耳にたこができるほど質問が出てきておりますので、質問がか

ぶった部分に関しては少し省略しながら質問させていただきたいと

思います。

この木のおもちゃ美術館、これを進めるかどうかについては、今

月中にお答えを出すという町長からの話がありましたが、そこはそ

れで間違いないでしょうか。

町長（ 岡雄司君）

お答えさせていただきます。

これまで何人かの議員さんにお答えさせていただきましたその方

法で間違いございませんので、よろしくお願いします。

２番（岡林哲司君）

まず、木のおもちゃ美術館の設置については、その必要性を問う

アンケート、これが実施されていて、今月３月中に取りまとめをす

るということでございます。そこで、担当課長にお伺いいたします。

このアンケートにかかった費用、これをいくらになってるかお答え

ください。お願いします。

産業振興課長（下八川久夫君）

アンケート調査にかかった費用としましては、税込みで 621 万５
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千円という形になっております。

内容としましては、町内 200 名郵送調査、町外、これは高知市と

松山市、ここで 400 名のウェブの調査を実施した上で、町内町外、

道の駅とおもちゃ美術館の基本コンセプトについてどのような魅力

があるのかというところを図るという上で町内町外の差であったり

とか、今後の方向性というところを把握する、分析するといった内

容になっております。以上です。

補足で、委託費 621 万５千円という形ですけども、郵送調査、こ

れを 200 件を見込んだ現在契約になっておりまして、郵送調査 700

通送っておりますので、200 件を超える郵送が返ってきた場合には

その費用として１件あたり千円の精算を行うという契約になってお

ります。以上です。

２番（岡林哲司君）

621 万５千円ということで、最初議会のほうでお伺いしたときは

550 万ということやったんですけれども、その後、２時間圏内、車で

２時間圏内である松山市のほうの意向の調査も必要だという判断で

この金額にちょっと膨れ上がったというふうに伺いました。621 万

５千円、決して小さくないこの金額です。令和３年の６月議会で基

本構想、木のおもちゃ美術館も含めた基本構想が可決されている上

でですね、この 621 万５千円がポンと上乗せになった部分には、正

直少し違和感を覚えました。

ただ、この道の駅の事案、10 月以降止まってましたこの事案を前

に進めるためにどうしても必要なアンケートということでしたが、

その認識で合っておりますでしょうか。御回答お願いします。

産業振興課長（下八川久夫君）

道の駅おもちゃ美術館の建設については、賛否の声がございまし

た。実際の町内の方の声、それと町外の方の声というところを調査

して、その結果どうするかという判断材料にするという中で必要な

調査であったという形で考えております。

２番（岡林哲司君）

はい、ありがとうございます。

では、そのアンケートの結果が、もし不要案のほうが多く、設置

しないという方向になった場合、今までかけたコスト以上に道の駅

自体はオープンすることが決まっておりますので、物販や飲食店な

どの商業施設、この収支計画に与える影響がとても大きいというこ
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とが安易に想像できます。

そこで、町長にお伺いします。もし、この木のおもちゃ美術館が

アンケートも踏まえて不要ということにかじをきった場合にですね、

これにかわる集客施設の案というのはお持ちなのでしょうか。この

物販施設に対して集客施設がこの木のおもちゃ美術館ていうことで

すので、この代案がない状態でこの部分に反対というのは少し、少々、

これを言うてる時点で無責任に感じるんですが、町長のお考えをお

聞かせください。

町長（ 岡雄司君）

お答えをさせていただきます。もし、アンケート調査とかを含め

て設置しないということになったあとの代替案については、今のと

ころ具体的に検討はしておりません。ただ、もしそうなった場合に

でもオープンに向けて何か設置する、どういった内容にするという

ことを早急に進めていかなければならないと思っていますので、御

理解いただきたいと思います。

まだ設置の有無についてはもう少し待っていただきたいと思いま

すのでよろしくお願いします。

２番（岡林哲司君）

代替案が今のところはないということで、これは実際にもし不要

方向に進んだ場合というのは道の駅にとって本当に致命的なことに

なるかと思います。私自身この町会議員という仕事をさせていただ

くまで一町民でおったころにはこのおもちゃ美術館の話を聞いて、

そんなものが本当にこの佐川町にいるのかというふうな疑問を持っ

ておりました。

ただ、この今議員の活動させていただいておりまして、昨年 12 月

に徳島県の木のおもちゃ美術館を皆さんと一緒に視察に行かせてい

ただいたときにですね、その木の空間、ぬくもり、そして最初、東京

おもちゃ美術館という名前で伺っておりましたので、なぜ佐川町に

東京が必要かというような、ちょっと都会に対する反骨みたいなの

もあったんですけれども、この徳島の木のおもちゃ美術館を見に行

ったときに、これは完全に徳島のものになっておりました。地元の

文化、伝統文化的なものも取り入れたすばらしい空間だったと思い

ます。

それを佐川町に当てはめたときにこの牧野富太郎博士や佐川町産

の木材、これをしっかりと佐川町に当てはめて、佐川のおもちゃ美



228

術館というものができたときには、これは佐川町にとってすばらし

い財産になるのではないかと今思っております。ですので、私自身

おもちゃ美術館には今大賛成で、ぜひとも進めていただきたいと思

っております。

また、植物分類学の父、牧野博士の朝ドラや高知県の令和４年度

の予算方針の中でも高知県産材の活用という項目がございます。今、

この木のおもちゃ美術館にとって非常に強い追い風が吹いてる状況

と言えるのではないでしょうか。今こそ、これを町を挙げてしっか

りと取り組む必要があると感じております。

ただ、現時点で今から木のおもちゃ美術館の設置作業をスタート

させても、道の駅のオープンに対して数カ月のおくれが生じるとい

うふうに考えておりました。ただしかし、先ほど下川議員の質問の

中で、もし、今確約はないですけれども、もし、設置をすると決まっ

た場合は大至急取り組み、もともとの計画からそんなにおくれない

ように木のおもちゃ美術館のほうの設置に急ぐというような、先ほ

ど強い御意見もいただきましたので、今月末を待ってやるとなった

場合には、この道の駅のオープンにそれほどおくれないように設置

ができるように、これを強く望みます。私自身観光の仕事もしてお

りまして、やはりその商業施設のオープンと集客施設のオープン、

ここの差があまり広がると来た方ががっかりするということが懸念

されます。そして、今はＳＮＳが大変流行といいますか、どこでも

皆さんＳＮＳを使っておられますので、もし来てがっかりしたとい

うような発信をされた場合に影響力がある方が発信された場合はも

のすごい勢いで広がりますので、やはりこの部分に関してもしっか

りと危機感を感じてスピード感をもって進めていただきたいと思い

ます。よろしくお願いします。

道の駅の商業施設、こちらの部分に関してですけれども、この道

の駅の駅長を予定されます宮中さんにお伺いしたところ、この商業

施設、例えば量販店の新店オープンの例で言いますと、この新店を

オープン成功させるために、系列店の中でも特にエース級の店長を

指名し、そして各分野の優秀な人間を集めてグループを組み、１年

以上かけてこの新店のオープンに臨むそうです。で、ほかの議員さ

んの質問でもありましたけれども、来年の５月中にオープン予定と

いうことで、もう１年と少ししかありません。この中でこのまきの

さんの道の駅、これを成功させるために今現在この業務に専念でき
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ているのは駅長になる予定の方１名ということだというふうに聞い

ております。これでこの道の駅を本当に成功させるという強い気持

ちがあるのかなとちょっと疑問に思うところがあるんですけれども、

ただ、ここで選挙公約の時点では道の駅に反対の立場にあった 岡

町長にあえて提案をさせていただきたいのは、この財政のことを考

えても佐川町、この佐川町にとって 10 億円を超えるようなこの一大

プロジェクト、大きな事業っていうのはなかなか今後簡単に自分ら

がこう手にできるようなチャンスではないというふうに感じており

ます。これをもともと前町長の計画ではありますけれども、これを

岡町政において、これを自分が成功させるという決意を、今は木

のおもちゃ美術館のことではなくて、道の駅自体ということでお聞

きいただければと思いますが、これを必ず成功させるという決意を

しっかりと宣言していただくというのはどうでしょうか。よろしく

お願いします。

町長（ 岡雄司君）

お答えさせていただきます。

道の駅につきましてはしっかりと進めていくということを回答さ

せていただいてます。やはり、牧野さんの朝ドラ、それも影響もあ

りますが、かなりの期待をしているところでございますので、人員

についてもしっかりと財団法人のほうの人員についてもしっかりと

確保しながらですね、先ほど、その前に下川議員のほうからも質問

がありましたが、やはり、正職員の雇用というのも大切になってく

ると思いますので、もちろん、会計年度任用職員、臨時さんにも必

要なところ、部分もあると思いますが、しっかりと体制づくりをし

てですね、来年のオープンに向けて取り組みを進めていきたいと、

駅長の宮中さんと一緒に協議をしながら進めていくこととしており

ますので、ぜひ成功させるように一生懸命頑張りますので、岡林議

員も応援よろしくお願いをいたします。

２番（岡林哲司君）

力強い言葉、ありがとうございます。私もできる限りの協力をさ

せていただきたいと思います。

岡町長はこのまきのさんの道の駅に子供が遊べる遊具公園の設

置を予定されております。子育てをする親世代からしますと、非常

にありがたいことですし、これが完成するのを今から待ち遠しく感

じております。



230

道の駅、もとい木のおもちゃ美術館反対という意見の中にですね、

去年の 12 月からたびたびありましたその意見交換会の中であった

反対意見の中に、幼子に霧生関のトンネルを抜けて行かせるつもり

かというような反対意見がありました。これに対して現在子育てを

されている皆さんからすればちょっと理解がしにくいと言いますか、

共感しにくいことではないでしょうか。と言いますのも、最近、保

育園児とかを子育てされてる世代においては片道１時間、２時間程

度であれば子供の要望に合わせて親が車で遊びにあちこちへ連れて

まいります。近隣で言いますと土佐市の新居緑地公園や土佐山田町

にあります秦山公園など遊具があるこの公園に佐川から私も何度か

娘を連れて行ったことありますけれども、佐川の方とお会いするこ

ともよくあります。そのあたりの行動範囲で子供を連れて遊びに移

動するということが今の子育て世代にはあると思います。

この遊具公園と木のおもちゃ美術館というのは非常に相性がよく

相乗効果を期待できる施設ではないかなというふうに感じておりま

す。そしてそこを目的としてる場合に、雨の日でも木のおもちゃ美

術館のほうに入館ができますので、目的地を変えずに、例えば約束

してたらそのまま行けると。そして、食事もできたり物を買うこと

もできるという目的地にしっかりとなる施設になるのではないかと

思っております。これはまきのさんの道の駅のターゲット層であり

ます、20 代から 50 代の子連れのファミリー、これにまさしく当て

はまるもので、道の駅の物販エリアにとってもしっかりと集客がで

きるものになるのではないかと考えております。

このまきのさんの道の駅は佐川町のものや文化を対外的に売り出

していく一大プロジェクトです。一次産業や飲食店にかかわる方の

みならず、佐川町全体の観光の入口にもなります。そして、道の駅

から情報発信をし、町内の観光資源へのハブ、これ基点ですね、基

点になることで佐川の地質や歴史、産業、文化、これを感じてもら

う入口になるようなスペースになると思います。そして、これの成

功はしっかりとした雇用も生みます。この道の駅を成功させること

は佐川町が抱えております収入の面の弱さ、これの問題にもしっか

りと貢献しますし、もっと広い意味では少子化、子育て対策にも貢

献できるものになるというふうに信じております。

先日、徳島の木のおもちゃ美術館、これを研修で視察で訪れたと

きにですね、小さい我が子をすごくほっとしたような顔で眺めてる
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お母さんの姿を見ました。とっても印象的でした。孤独の孤と書い

て「孤育て」と言われるような問題もあるこの現代においてですね、

佐川町の子供を育てるお母さんにとってもちょっと安らげるような

空間になるのではないかというふうに考えております。ぜひこのあ

たりも含めてですね、成功させていただきたいと。

で、ここでこの道の駅の財団の代表理事でもあります副町長に、

この道をどういう、この道の駅をどういう決意で成功に導いていく

かという御意見をお伺いしたいと思います。よろしくお願いします。

副町長（田村正和君）

それでは、私のほうから財団法人の代表理事という立場もござい

ますので、御回答をさせていただきます。

まず、岡林議員おっしゃられるとおりこの道の駅の事業のまず目

的についてはおっしゃるとおりです。生産者、それから事業者の所

得の向上、それから人材育成と。あと、町内外との交流促進、それか

ら町内全体への経済波及効果を上げるというところが目標、目的に

なってございます。で、その他の波及効果というのは岡林議員のお

っしゃられるとおり多岐にわたるものがあるということは認識をし

ております。

この道の駅の事業ですけども、町全体の振興を図るといううえで

はおっしゃるとおり重要なプロジェクトであって、成功させるとい

うことが必要です。私財団法人の理事もという立場で回答をさせて

いただくと、この大きな事業の運営を担うという形でのかかわりも

出てきます。当然、設置者、財団法人の設置者である町と協議は進

めてまいりますが、私としてはこのオープンまでの時間を、に、準

備を、先ほども町長のほうも言いましたけども、必要な人材につい

てはしっかり準備をして、４月１日からはキーマンであります店長

のほうも雇用もしてですね、準備をして令和５年のオープンには間

に合わせて、成功させるという思いで改めて感じております。決意

というところになると思います。はい。以上です。

２番（岡林哲司君）

副町長ありがとうございました。

財団法人の代表理事の立場としてもしっかりとした決意、人材の

ほうもしっかり確保するということを言っていただきましたので、

ぜひともこれは課をまたいでというか、町全体が、町民も、そして

行政の執行部のほうも、そして議員のほうも一丸となってこの事業
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を成功させるという前向きな気持ちで進めていくべきことだと思い

ますので、ぜひよろしくお願い申し上げます。

では、引き続き次の質問に移りたいと思います。

まず、牧野富太郎博士のドラマ誘致に向けて活動されてこられま

した全ての皆様に一町民として感謝を申し上げます。

偶然にも４月 24 日生まれの私は牧野博士が育った花園保育園に

通い、金峰神社の階段や牧野公園を駆け回って育ってまいりました。

小さいころから親しんできました、この地元出身の牧野博士がこう

して取り上げられることに、心から喜びを感じます。ほかに質問さ

れた先生方と同じようにこれは佐川町にとって大きなチャンスだと

感じております。そして、観光業に携わる人間として同時にこの怖

さも感じております。牧野博士のドラマが決まったことで、観光客

の増加が見込まれます。受け入れ体制を整えるのが間に合うかとい

う質問をする予定でございましたが、先週末、佐川駅周辺を歩く人々

を見るとですね、先週末の時点で既に佐川町への来客数は増えてい

るというふうに感じました。もう既に増えているのですから、これ

に対する対策というのは早急に町を挙げて取り組み始める必要があ

ります。

私が危惧するのはオーバーツーリズムにならないか、そもそも受

け入れ体制は十分なのかという点でございます。オーバーツーリズ

ムというのはですね、その観光地が持つ受け入れができる容量、キ

ャパシティを大幅に超えた人が来ることでそれぞれの個々の観光客

の満足度が低くなり、この観光地をしっかりと楽しむことができな

いというような状態を指します。

そこで、担当課長にお伺いします。今現在上町周辺での１日の観

光客の受け入れ可能な人数、これは同時に受け入れ可能な人数とい

うことで構いませんが、どれぐらいでしょうか。そしてまたこの、

その規模が十分だと考えておりますか。これについてお答えくださ

い。

チーム佐川推進課長（岡田秀和君）

それでは、岡林議員の御質問にお答えいたします。受け入れ体制

ということで可能かというところなんですが、まず上町周辺で言い

ますと、やはり心配されますのが駐車場、そしてトイレ、こういっ

たところの環境的な問題が心配されております。

平日ですと上町周辺に今駐車場をお借りしておるのが約 20 台程
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度。それから休日、土日祝日につきましては、高知銀行の駐車場を

お借りしてるのと、あとは役場の職員駐車場なんかが活用できます

ので、比較的台数は増えるわけですが、そういった形から言いまし

ても今回、これで 10 万人程度の受け入れが想定されるというところ

から見ますと、今の状態では十分でないというのは認識しておりま

すので、先のお答えさせていただいたように、適当な土地があれば

取得するなど、また賃貸借によるのかそういった形で臨時駐車場を

構えるのか、そういったところ、またトイレの併設なんかも含めて

検討していきたいというふうに考えております。以上です。

２番（岡林哲司君）

ありがとうございます。

駐車場の部分のことを先に御回答いただきましたので、駐車場に

ついて少し御提案というか、させていただきたいと思います。

観光地の駐車場、これは観光地として成功しているような、例え

ばテーマパークとか観光に成功している都市とか町とかでも共通す

る点だと思うんですけれども、例えば、観光の目的地に対してです

ね、駐車場が少し離れた位置にある場合に、この駐車場から目的地

の観光地までどのように歩いていただくかというところの部分の改

善が必要だなと考えております。

この佐川町の上町の場合、先ほど課長も回答のほうでおっしゃら

れましたけれども、役場の駐車場を休日の駐車場にしていると。以

前からお花見の時とかも役場の駐車場を御利用くださいというよう

なことがありました。確かにこの役場の入口の川沿いに看板はあり

ます。例えば川沿いの道を歩いていくかこの裏の住宅地のほうを歩

いていくかというようなこともありますが、どちらを歩いたとして

も普通の住宅地というか、一般的な道を歩いて行くような形になる

と思います。これを成功している観光地に当てはめますと、駐車場

を降りた時点からその観光地の目的地のテーマに合わせたような何

かの仕掛けがあったりとかして、この歩いている時間っていうのを

無駄にさせないような仕組みがされてる観光地が成功しているよう

に感じます。というのもやはり車を降りてわくわくしながらその目

的地に近づいていくところの気持ちを高ぶらせていくような仕掛け

がしっかりあるところ。

例えば、ちょっと趣は違いますけれども、愛媛県の砥部動物園、

ここを参考にさせていただきますと、駐車場から園の入口まで相当



234

距離はあります。ただ、その道の途中で道に動物の足跡が埋め込ま

れていたりとか、子供たちにとったらそういうものを見ながらわく

わくしながら進むことができます。

この佐川町においても役場の駐車場を積極的に利用していただく

という計画であるのであれば、上町の方面に向かって何かしら牧野

博士にゆかりのあるものや、そういう仕組みを地面に設置するか、

看板で置くかいろんな民家の外壁を借りて表示するかなどのいろん

な仕組みをしてですね、この区間をただ歩かせるのではなく、期待

値を高めながら歩いていただくような仕掛けっていうのをしてはど

うかと考えております。その点についてどのようにお考えでしょう

か。

チーム佐川推進課長（岡田秀和君）

お答えいたします。

役場の駐車場につきましては、今現在の活用方法というところで

御紹介させていただきましたので、今でしたら特に花見の時期とい

うことで、高知県内からのお客さんが比較的多いというところで、

役場の入口でありますとか、職員駐車場の裏に案内をしている程度

で行っております。

今回の場合は、県外からのお客様も多く来られると思いますので、

駐車場、どこに構えるにしてもですね、やはりそういった形の工夫、

仕掛け、こういったものが必要であるというふうには考えておりま

す。

先ほど岡林議員もおっしゃられましたように、設置する場所の地

権者、そういった方の問題等もあると思いますので、そういったと

ころもできるだけクリアした形で道中楽しめるような仕掛け、そう

いったものは検討していきたいというふうに思っております。以上

です。

２番（岡林哲司君）

前向きな御回答ありがとうございます。

ぜひ、小さなことのようにも感じますが、こういう小さな取り組

みが観光客の満足度のアップにつながっていくと思いますので、ぜ

ひその新しく設置を予定されてます駐車場に関しても、そういう導

入の部分についても御検討いただきながら進めていただきたいと思

います。

上町は場所的には非常にそういう部分では恵まれてる地形になっ
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てるというふうに感じております。と言いますのも司牡丹の白い酒

蔵の壁がありますので、それに沿って進んで行く時点でもう既にそ

ういう古い建物というか、伝統のある建物沿いを歩いていくという

ような空気感は出ますので、比較的そういう取り組みにも簡単にで

きるんじゃないかなというふうに感じておりますので、ぜひよろし

くお願いします。

牧野富太郎博士のいろんなことを観光において周知をしていくの

にあたってですね、すいません、ちょっとページが前後して申し訳

ないです。失礼しました。その牧野博士のゆかりのものを県外から

来た方に楽しんでいただくために、例えば佐川町では 15 年ほど前に

牧野博士にゆかりの植物たちをテーマにした商店街のシャッターペ

イントを描いております。今現在も商店街に残っているこの作品た

ちも今回のドラマをきっかけに再び視線が集まればいいと思ってお

ります。

以前、この役場の前の広場でですね、商工会の青年部によるビア

ガーデンのお祭りなんかをされてるときには商店街のほうのシャッ

ターペイントもライトアップとかをしてたんですけれども、最近は

ちょっとそういうふうなコロナの関係でお祭りもできてないですし、

ちょっと商店街のほうも寂しいような雰囲気になっております。で、

このシャッターペイントだけではなく、今町が取り組まれてますま

ちまるごと植物園、これもこの牧野さんのドラマの人気で来られる

人々を住民も一緒に楽しんでいただけるような、相乗効果を生むよ

うな活動だと思います。

町内を巡れば、牧野博士に関連したものがほかにもいろいろあり

ますので、これらを一つずつ牧野さんのこういうスポットがあるよ

みたいな感じでＳＮＳなどを活用してどんどん発信していくことで

このドラマの開始に向かって、この機運と言いますか、町民の内側

からもこの期待感を上げていくようなことにつなげていけるんじゃ

ないでしょうか。

このＳＮＳの活用については、牧野富太郎さんのこの調査に、調

査があったような土地、例えばお隣の越知町ですとか、奧の仁淀川

町、そして少し西のほうにはなりますけれども、大月町、ここにも

牧野博士が命名したと言われる月光桜っていうものがあります。こ

ういうほかの自治体とも協力をしながら、もちろん高知市内にあり

ます牧野植物園とも連携をとりながらしっかりと進めて行く。観光
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客がもし県外から来ていただいたらですね、佐川町だけ訪れるって

いうことは考えにくいと思います。牧野植物園に行き、佐川町に行

き、そしてまた時間があれば越知町とかほかのとこにも行くという

ような動線ができると思いますので、やはり、こういう観光を成功

させるにあたって、横の連携、これをしっかりととっていただきた

いと思いますが、今現在この牧野さんのドラマ化が決まってからお

隣の越知町ですとか、牧野植物園とかとの連携という話は出ており

ますでしょうか。

チーム佐川推進課長（岡田秀和君）

お答えいたします。

来年、牧野富太郎博士の生誕 160 周年記念ということで、現在牧

野植物園と越知町、それと佐川町とで今実行委員会をつくって事業

のほうを展開をしております。

これが始まったときにはこのドラマの話は当然なかったわけです

が、その後、この話には触れてはおります。ただ、先日お答えさせて

いただきましたように高知県が県下全域の市町村、それと牧野植物

園などを含んだ各自団体との実行委員会のような組織のほうを検討

し、そちらのほうは県下を周遊する、そういった形の仕組みをつく

るということで進めております。で、昨日も回答させていただきま

したが、佐川のほうもそういった組織の立ち上げのほうを準備、進

めるように今検討しております。で、当然横の連携っていうのは必

要になってくるわけなんですが、何せあの、時間が本当にないとこ

ですので、まずは佐川町の中でのことをしっかりと考えて、それに

伴いましてその県の組織なんかとも含めまして、連携のほうも進め

ていきたいというふうに思っております。以上です。

２番（岡林哲司君）

牧野博士の生誕 160 周年の年も当たるということで、非常に前向

きで、横のつながりもできてるような雰囲気がありますので、ぜひ

情報の発信に力を入れていただきたいというふうに思います。

そして、 岡町長にもお願いをしたいのですけれども、お隣の越

知町の小田町長とかは結構ＴｗｉｔｔｅｒとかＳＮＳをしっかりと

活用されておりまして、 岡町長にもちょっと苦手な分野かもしれ

ませんが、このＳＮＳの活用、発信、これに力を入れていただきた

いと思います。いかがでしょうか。

町長（ 岡雄司君）
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お答えいたします。

痛いところを突かれましたが、私もＬＩＮＥはやっておりますが、

ＳＮＳとかは今はやってない状況です。それにつきましてもやっぱ

り情報発信の一つとして私の思いが出していければいいと思うんで

すが、またその際には御指導よろしくお願いをします。

２番（岡林哲司君）

前向きに取り組んでいただければと思います。

ＬＩＮＥの、今町もＬＩＮＥの利用っていうのはありますけれど

も、ＬＩＮＥというのはクローズドと言いまして、登録した方に情

報を発信するというようなツールに基本的になっていると思います。

それに対してＴｗｉｔｔｅｒとかっていうものは自分がフォローし

ている方がさらに紹介するような動きをすれば、どんどんどんどん

情報が広がっていく、すごいオープンな情報の発信ツールでもあり

ますので、いいところばっかりではなくやはり炎上とか怖い部分も

ありますが、その点も若い職員の方とかですね、専門的な知識を持

ってる方のアドバイスなんかも受けて町を上げてしっかり発信に取

り組んでいただくことで、ほかの自治体の発信力にやっぱりおくれ

をとらないということも大事だと思いますので、ぜひ前向きに検討

をしていただきたいと思います。牧野さんのことについての質問は

これで終わります。

ちょっと順番が前後しましたが、最後の質問に移らさせていただ

きたいと思います。

給食の無償化について質問をさせていただきます。

子育ての世代としましては、給食費完全無償化について賛成の声

が多いというふうに感じております。ただ、少数ではありますが、

次のような御意見もありましたので、紹介させていただきたいと思

います。

「子供の食事は親がみるのが当たり前、そのお金があるならもっ

とほかにやるべきことがあるんじゃないの。ほかがやっていない独

自の教育・施策にお金を使ってほしい」というような意見。そして、

「今はお金があってできるかもしれないが、ずっと長い目で見ると

後々町民の負担が大きくなりすぎるのではないか」というような意

見もありました。そしてもう一つ、「無償化して何がよくなって、何

が改善されるのか。それはあまりよくわからない」というような意

見、この３点について町長のお考えをお聞かせいただきたいです。
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町長（ 岡雄司君）

お答えをさせていただきます。

給食費の無償化につきましては、私の公約の一つとしましてです

ね、子育て支援として学校給食費、そして保育園、保育所の副食費

の無償化を実施することとしております。これにつきましては、少

子化対策としてはもちろんでありますが、やはり移住、定住、子育

て支援のために非常に重要な施策の一つだと私自身考えております。

また、子育て世代の経済的負担の軽減を図り、子育てを社会全体

で支えていくという点におきましても意義のある施策の一つである

のではないかと考えております。子供は今少子化ということでどん

どん減っております。やはりこれでですね、子供がどんどん増えて

財政が圧迫するような、本当に人口が子供がものすごい増えてくれ

たら、それは本当に嬉しいことにつながっていくのではないかと思

っております。

やはり、今少子化に向かっておりますので、少しでも子育ての支

援の一助としまして実施を考えております。子供は地域の宝であり

ますので、佐川の子供たちが心身ともに健やかに育ってほしいと思

うのは多くの方々の思いであると考えておりますので、ぜひこの無

償化については御理解をいただきたいと考えております。よろしく

お願いします。

２番（岡林哲司君）

町長のこの給食費無償化に対する思い、お聞かせいただきました。

この少子化対策、ということでございましたが、諸説ございます

が、少子化の主な理由としてですね、一番挙げられるのが低所得化、

これがまず挙げられます。佐川町もたくさん臨時職員さんおりまし

て、今会計年度職員ということになっておりますが、制度上、会計

年度任用職員には退職金などの設定がございます。ただ、佐川町で

会計年度任用職員を雇用される際にはですね、退職金を出さなくて

いいように時間が短い、例えば週５日のところを週４日になったり

とか、８時間労働のところ７時間労働になったりとかっていうよう

な雇い方をされてることが多いと思いますけど、これは低所得化に

つながってるんじゃないかなという疑問が以前からありました。で、

一月会計年度任用職員の方が働いて手取りのお金が 11 万円ぐらい

と。で、これではなかなか家族を支えたりとかそういうことにはな

っていかないと思います。
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で、少子化の対策としてのこの給食費無償化っていうことで考え

ると、なかなかほかにやることがあるんじゃないかなというふうに

思いますが、ただ、たくさんの声を聞いていくと、やはりこの望ん

でいる子育ての世代の声というのは大きいですので、やはりこの１

年間で５万円近くなる、子供一人当たりに対してそれぐらいの金額

になるものが家計の中からも軽減されるっていうのは、やはり子育

てをしてる親の方は望んでいるというような状況にあると思います。

この給食費の無償化について前向きに進めていくにあたって、

岡町長にお約束をしていただきたいことがいくつかございます。ま

ず１つ目、無償化をしたことにより、現在３品ある副菜を減らすよ

うなことがないように給食の質を落とすということがないようにお

願いしたいと思います。佐川の給食は質がよいと、先ほど教育長も

おっしゃっておりましたが、ほかから来た校長先生が佐川に来て給

食を食べて１品多いと、そしておいしいとおどろいたというのは、

これは佐川の子供たちにとって非常にほかの自治体の子供たちに対

して自慢できることじゃないかなと思います。給食おいしかったよ

って言えることってすばらしいと思います。私も小学生のころは給

食の時間が楽しみで楽しみでしょうがなかった一人でございます。

で、これをしっかりやっていただいてるっていうのはやはり給食セ

ンターの皆さんの努力っていうのもあると思いますので、これをこ

の無償化したことにより、やはり経費っていうのは固定でかかって

いくと思いますので、今はふるさと納税のお金もありまして、潤沢

に資金があると思いますけども、後々にこれを品質を落としていっ

たりとか、素材の質を落としていったりとかいうことがないように

お約束願いたいと思います。

次に、ほかの教育行政にかける予算を削らないということをお願

いしたいと思います。佐川町では今までいろいろなユニークな取り

組みをやってきております。Ａｔｅｌｉｅｒ ｆｏｒ ＫＩＤｓ、

保育園児に対する美術の事業ですとか、放課後発明クラブなどによ

るいろんな新しい技術をつかって工作をしたりとか、そういう学び

があると思います。これをずっと続けていくということではなくっ

て、このような独自性のある教育への予算を削らないでいただきた

いと。教育をしていくにあたって、食育もちろん大事やと思います。

で、この給食費の無償化をすることによってほかの教育に関するよ

うな予算が削られてしまっては、これは教育にとっては本末転倒に



240

なるおそれがありますので、ここはぜひお願いしたいと思います。

そしてもう一つ、この給食にかかわる方たちの人件費を削らない

と。今までいろんな事業の予算を削っていくっていう話が出たとき

にですね、一番最初に削りやすそうで削ってしまうのが人件費だと

思います。ただ、今この佐川町の給食、これの質をキープしていろ

んな努力をされてこられたこの給食に携わっている職員さんのここ

を低賃金化してしまうってなると、これは少子化対策のために給食

の無償化をするのに、そこで働いている人の賃金を下げるっていう

のはこれはもう、これもまたおかしな流れになると思いますので、

ここもないようにお願いしたいと思います。

この３点について町長、お考えをお聞かせください。

町長（ 岡雄司君）

お答えをさせていただきます。

給食につきましては、質を落とすとかそういったことは、３品か

ら２品にするとかそういったことは全く考えておりません。まして

地産地消で提供していただいてる農家の方々とかできる限り地産地

消のあれを使っています。私も以前教育次長、職員時代に経験して

給食センターの所長も兼任しておりましたので、そういった意味で

私も何回か給食を食べらせていただきましたので、おいしい給食と

いうことで教育長のほうからもありましたが、学校の先生、ほかへ

かわっていく先生、来た先生にも佐川町の給食は本当においしいと

言っていただいてます。牛乳にしても地元の牛乳ということでなか

なかおいしい牛乳も提供していただいてます。そういった意味では

今後とも地産地消のものを使って質を落とさずですね、何品も変え、

今は従来の、継続してですね、安全安心な給食の提供をしていきた

いと思っております。それは間違いございません。

あとそれと、それに伴いまして教育費の予算を減らさないかとい

うことはそれはもう全く考えておりません。やはり子供は教育が必

要であります。先ほども申しましたが、地域の宝でございますので、

やっぱり子供がしっかり勉強していただいて、教育していただいて、

大きくなっていくのが私たちの夢で希望でありますので、そのへん

につきましても予算を減らすというようなことはありません。

それから人件費についてもですね、賃金の単価を減らすとかそう

いったことも全く今考えておりませんので、間違いない、それはお

約束させていただきますのでよろしくお願いをいたします。
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教育次長（吉野広昭君）

すいません、私のほうから若干付け加えさせていただきます。

教育に関する経費ということですけども、Ａｔｅｌｉｅｒ ｆｏ

ｒ ＫＩＤｓなりですね、ああいうオリジナルのやつはですね、当

初から最終的には学校のほうの教員のほうが指導ができるように時

限的に委託を行っております。で、そのため委託料のほうにつきま

しては未来永劫現状を維持するということじゃなくてですね、一定、

学校のほうでできるようになれば削減するというか、必要がなくな

るというふうに御理解いただければと思います。以上です。

２番（岡林哲司君）

先ほど、吉野次長のほうからもありましたが、教員の方ができる

ようになることを目指してやっているものなので、それがある一定

のめどがついたら削減することはあるということは承知をいたしま

した。

で、私が先ほどの質問で言わせていただいた、例えばということ

でＡｔｅｌｉｅｒ ｆｏｒ ＫＩＤｓと放課後発明クラブなどとい

うことで出させていただきましたが、先ほども言わせていただいた

ようにこれを維持してほしいということではなくってですね、この

ような独自性のある教育への予算、未来の子供たちに対する投資の

部分でのこの予算っていうこの金額というか枠ですかね、これを削

らないでほしいというような意味合いの質問でしたので、それで御

理解いただけたらと思います。

全国的には給食費の無償化の流れにあるというふうに感じており

ます。ただ、自治体の規模や財政状態によって給食費の無償化に議

会で反対となった自治体もございます。今回、佐川町でも給食費の

無償化、この予算の半分はふるさと納税基金のほうから利用すると

いうふうな案になっておりますが、もし、ふるさと納税のお金が全

くなくなった場合ですね、この場合にでもずっとこの給食費の無償

化っていうのは続けていけるのでしょうか。これは財政調整基金を

取り崩すことなく続けていけるのかなという疑問なんですけれども、

町長お願いします。

町長（ 岡雄司君）

ちょっとその点につきましては、ふるさと納税もすぐに全部ゼロ

になるというようなことは全く想定しておりませんので、教育のほ

うに使っていただきたいというような、ふるさと納税のほうも多く
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あります。そういった意味で地域の子供たちを大切にしてほしいと

いうためにお使いをさせていただいておりますので、ゼロになった

ことは全然考えておりませんが、やはり１回始めますとやはり佐川

町魅力のあるまちということで人も増えてくるのではないかと思っ

ております。また、移住、定住もしていただける方が増えてくるん

じゃないかなと思っておりますので、これは続けていきたいと思っ

ております。

予算につきましては今のところゼロになるということも想定して

おりませんので、御理解いただきたいと思います。

２番（岡林哲司君）

確かにふるさと納税についてはですね、今大変好調で、今後もこ

のお金が急にゼロになるとか、今はまあいただいて基金に積み立て

てる分でもしばらく先までは大丈夫かなっていうぐらいの金額はあ

るかと思いますが、まあ、町民の方からも一旦始めるとずっとこれ

がやめることっていうのは逆に難しくなってくると思うと。それで

大丈夫なのかっていう懸念も町民の方から、何人かから声をいただ

いております。で、町長も公約でもございますので、この給食費の

無償化っていうことについて前向きに取り組んでいかれてるとは思

いますけれども、こういった声、例えば子育てをしない世代の中で

も給食費の無償化やったらいいという声ももちろんありますが、本

当に長い期間、年寄りも多くなるのにそれをやって年寄りのほうも

年金が下がってきたらそれはしんどくなるんじゃないかというよう

な話もいろいろ出てきております。

で、町長は町長に就任されましてから、今 11、12、１、２、３と

５カ月くらいになりますけれども、この期間で急激に、この年間の

予算を考えますと、これをこの先 20 年続けていくと 10 億円近いよ

うなお金が町から、まあ、出ていくわけではないですけれども、子

供たちに対して、食事に対して 10 億円ぐらいを投じるというような

とても大きい金額の話になってくると思います。で、この話で今時

点で町民の中からでも本当に大丈夫なのかという声もたくさん出て

ると思います。で、今回、４月からこの無償化を進めるということ

なんですけれども、例えば、１つ提案として令和４年度については

町長も公約もされてますし、この予定通りこの無償化っていうのに

取り組むとしてですね、この１年間をかけてゆっくりいろんな分野

とかいろんな方々と意見を交わして制度的にしっかり大丈夫という
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ことを周知して令和５年度からしっかりと取り組んでいくのかどう

かっていう判断をするというようなことは考えられないでしょうか。

町長（ 岡雄司君）

今回の無償化につきましては教育委員会のほうでもしっかりと協

議をして、どういう体制でどういう形でやっていくかというのを考

えて予算化しておりますので、それを周知をして、みんなに聞いて

どんな方法というのは今のところ考えておりませんので、御理解い

ただきたいと思います。

２番（岡林哲司君）

子供を持つ親としてはこのお金が非常にありがたいということは

かわりがありません。ただ、将来にわたってこの佐川町の財政のこ

とを考えるとほかに与える影響が出てくるのではないかと不安に感

じる部分があります。で、この点についても給食の無償化をするこ

とで例えば食材を佐川町内からお米とかについてもしっかりと買い

上げて１次産業を盛り上げていくと。で、例えば道の駅でもこの給

食を部分的に提供したりとかして、佐川の給食っていうのはこれだ

けすばらしいものを出してるっていうものを表に出していったりで

すとか、出すばっかりではなく入る部分っていうのも考慮しつつ、

これにしっかりと取り組んでいくことでただ単に出すというか、与

えるだけのものではなくて、これだけすばらしいことをやってるっ

ていうことを外に対してもしっかりと打ち出していくような案も同

時に検討していただけたらと思います。

この給食費の無償化についても町長の公約でもありますので、や

っていくということなんですけれども、例えば先ほど私が言ったよ

うに道の駅でですね、給食費、給食費じゃない、給食をですね、一般

の方に対して出していくとかいうようなことっていうのはいかがで

しょうか。

町長（ 岡雄司君）

お答えいたします。

全く想定していない質問でしたので、いや、そういったこともな

かなか発想の中の一つとしていいことではないかと思っています。

毎日毎日ではないですかね、こういった佐川町の給食ですよという

ことで展示というか、出していくのは言い考えだなと思います。本

当にいいアドバイスをありがとうございました。

２番（岡林哲司君）
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まあ、急に言ったことで町長についても、町長にとっても驚かれ

たと思いますが、この給食費、給食費じゃない、給食に関してです

ね、ほかの自治体の話ではございますが、完全米食化をしたことで

子供たちの学力や生活に改善が見られたというような自治体の例も

ございますので、この給食の無償化をするにあたりですね、同じも

のを出すというよりかはさらにこの給食っていうものを食育という

観点からも子供たちの健康な、健康な子供たちを育んでいくってい

うことに関しても前向きに、やっつけ仕事にならないようにぜひし

っかりと取り組んでいただきたいと思います。それをよろしくお願

いいたします。

以上で、今定例会の私の全ての質問を終了させていただきます。

ありがとうございました。

議長（西森勝仁君）

以上で、２番、岡林哲司君の一般質問を終わります。

お諮りします。

本日の会議はこれで延会したいと思います。

御異議ありませんか。

（「なし」の声あり）

異議なしと認めます。

本日はこれで延会することに決定しました。

次の会議を９日の午前９時とします。

本日はこれで延会します。

延会 午後３時 45 分


